




このたび、宮崎県延岡市におきまして、「厚生労働大臣杯争奪 第76回全日本実業柔道

団体対抗大会」を開催する運びとなりました。ここアスリートタウン延岡アリーナ（新宮

崎県体育館）に、全国より105チームのご参加を賜り、本大会を盛大に開催できますこと

は、誠に慶賀に堪えません。併せて、本大会の開催にあたり格別のご尽力を賜りました

関係各位に対し、心より厚く御礼申し上げます。

さて、昨年６月にハンガリー・ブダペストにて開催されました世界選手権大会におき

ましては、本連盟所属選手が個人戦において金メダル６個を含む計12個のメダルを獲得

し、日本柔道の実力を改めて世界に示すことができました。本大会に出場される選手の

皆様におかれましても、日頃の鍛錬の成果を遺憾なく発揮され、それぞれの持てる力を

尽くして、正々堂々たる白熱した試合を展開されますことを期待いたしております。

また、柔道の創始者である嘉納治五郎師範は、柔道を通じた人間形成に終生心血を注

がれました。我々実業柔道におきましても、「強さのみならず人格を兼ね備えた社会人の

育成」を大きな使命としております。選手一人ひとりが、競技者としてのみならず、礼

節と品位を備えた社会人として広く尊敬を集める存在となられること、さらに諸先輩方

より受け継がれてきた柔道の精神と価値を、次代へ確実に継承されていくことを切に願

うものであります。

結びに、本大会の開催運営にあたり多大なるご尽力を賜りました宮崎県、延岡市、宮

崎県柔道連盟をはじめとする関係各位に深甚なる敬意と感謝を表しますとともに、本大

会が実り多きものとなり、選手の皆様が日頃の練習の成果を遺憾なく発揮されることを

祈念申し上げ、ごあいさつといたします。

ごあいさつ

全日本実業柔道連盟

会長　小 堀 秀 毅
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全国各地から柔道を愛好する多数の実業人の皆
様が一堂に会し、ここ宮崎県延岡市で「厚生労働
大臣杯争奪第76回全日本実業柔道団体対抗大会」
が盛大に開催されることを心からお慶び申し上げ
ます。 

この大会では、我が国の長い歴史と伝統に培わ
れた「柔道」を通じて、実業人の人格の形成と相
互の親睦を深める目的があると伺っています。こ
うした取組は、厚生労働省としても大変意義深い
ものと考えています。 

実業人の方が、スポーツ活動をはじめ、家庭や
地域で充実した時間を持つことは、個人の健康増
進に寄与するだけでなく、仕事と生活との調和を
保ち、活力ある社会を実現する大変意義深いもの
と考えています。 

厚生労働省では、働き方の多様化が進む中で、
働く方々が、希望に応じた多様な働き方を選択で
き、意欲と能力を十分に発揮し、誰もが安心して
働くことのできる雇用環境の整備に取り組んでい
ます。 

本日の大会において、選手の皆様が、日頃の練
習の成果を十分に発揮されることを期待していま
す。また、これからもそれぞれの職場において働
きがいをもって、仕事に取り組まれることを願っ
ています。 

この大会の成功と全日本実業柔道連盟の益々の
御発展、選手の皆様の御活躍を心からお祈り申し
上げます。 

「厚生労働大臣杯争奪第76回全日本実業柔道団
体対抗大会」が、アスリートタウン延岡アリーナ
において盛大に開催されますことを、心よりお慶
び申し上げます。

全日本実業柔道連盟は、長い歴史と伝統の中で
日本柔道の振興、選手強化に多大なる功績を残し
てこられました。

昨年６月にハンガリーで開催されたブダペスト
世界選手権大会では、世界のトップ選手による、
白熱した試合が展開される中、日本代表選手は、
金６個、銀４個、銅４個の合計14個のメダルを獲
得しました。代表選手のほとんどが実業団所属選
手であり、今大会における代表選手の活躍は、日
本柔道の柱である実業柔道の活動を牽引されてき
た実業界幹部の皆様、そして所属企業各位の深い
ご理解の賜物でございます。

さて、本連盟では、現代社会における柔道の役
割と価値を再定義すべく、長期育成指針を策定し
ております。「『JUDO for ALL』というスローガ
ンのもと、多様性を認め合い、性別、年齢の違い
や障がいの有無にかかわらず、全ての人々が個人
の成長を感じ、助け合う」、このような自他共栄
の精神が広がっていくよう、活動を続けてまいり
ます。柔道の「競技性」のみに固執せず、「人生
の道」としての価値に焦点をあて、個人の成長、
社会への貢献を皆様とともに目指していきたいと
思います。

終わりに、本大会の成功と全日本実業柔道連盟
の益々のご発展を祈念申し上げ、ご挨拶とさせて
いただきます。

祝　　　辞 開催にあたり

上 野 賢 一 郎 中 村 真 一
厚生労働大臣 公益財団法人全日本柔道連盟

会長
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厚生労働大臣杯争奪第76回全日本実業柔道団体
対抗大会が、「日本のひなた宮崎 国スポ」柔道競
技のリハーサル大会として、開催されますことを
お喜び申し上げますとともに、全国各地からここ
宮崎の地にお越しくださいました選手及び関係者
の皆様を、心から歓迎いたします。
「日本のひなた宮崎 国スポ」は、「紡ぐ感動　

神話となれ」をスローガンに掲げ、「スポーツの
持つ力と可能性」により、広く県民に元気・勇気・
感動を与え、県民総参加型による“おもてなしの
心”あふれる大会を目指しております。

参加する全ての方々が県民とのふれあいを通し
てきずなを深め、感動を共有できる大会となるよ
う、一丸となって準備を進めているところであり、
全国で初めて県民からの公募により国スポ・障ス
ポ共通の公式ポスターやメダルのデザインを決定
したほか、県内各地域において「国スポ・障スポ
応援団」が結成されるなど、「チームみやざき」
で創りあげる国スポとして、県民がそれぞれの立
場で大会に関わり、開催の気運を盛り上げる取組
を積極的に実施しております。

このような中、本大会が選手の皆様にとりまし
て、日頃の練習の成果を存分に発揮できる場とな
るとともに、選手同士の交流を深め、思い出に残
るすばらしい大会となることを願っています。

なお、御来県の皆様には、是非この機会に、宮
崎の恵まれた自然や豊かな食、ユネスコ無形文化
遺産登録候補となった神楽をはじめとする伝統文
化や神話が息づく観光スポットなど、本県が誇る
多彩な魅力に触れていただければ幸いです。

結びに、開催に御尽力いただいた関係者の皆様
に深く敬意を表しますとともに、本大会の御成功
と選手の皆様の御健闘を祈念し、歓迎のことばと
いたします。

「厚生労働大臣杯争奪第76回全日本実業柔道団
体対抗大会」が、ここ延岡市において、全国各地
から精鋭の皆様をお迎えし、盛大に開催されます
ことを心よりお慶び申し上げます。

本市において、日本最高峰の団体戦が開催され
ますことは、市民にとりましてこの上ない喜びで
あり、大きな誇りであります。全国からお集まり
いただいた選手ならびに関係者の皆様を、心より
歓迎申し上げます。

ここ延岡市は、清流五ヶ瀬川をはじめとする豊
かな水資源に恵まれた「水

すいごう

郷」として知られ、そ
の水の力が、九州屈指の工業都市としての発展を
支えてまいりました。この「ものづくり」によっ
て培われた質実剛健な気風と、人と人との絆を大
切にする温かい風土こそが、本市の活力の源泉で
あります。

こうした街の歩みの中で、本市は「スポーツ」
が市民の心をつなぐ大切な文化として育んできま
した。柔道を通じて培われる不屈の精神や礼節の
心は、まさに本市の礎となっております。今大会
を通じて、選手の皆様が日頃の厳しい鍛錬の成果
を存分に発揮されることはもとより、延岡が誇る
豊かな自然や美食、そして市民の温かな心に触れ
ていただく契機となれば幸いに存じます。

柔道は、単に勝敗を競うだけでなく、対戦相手
を敬い、共に高め合う「自他共栄」の精神を重ん
じる日本発祥の伝統ある武道です。社会人として
の日々の努力に裏打ちされた皆様の気迫あふれる
熱戦、そして畳の上で互いを尊重し合う真摯な姿
は、観る者に深い感動と勇気を与え、次代を担う
青少年たちにとっても素晴らしい手本となるもの
と確信しております。皆様の力強い闘志が、この
延岡の地から全国へと大きな活力を発信してくれ
ることを期待してやみません。

結びに、本大会の開催にあたり、多大なるご尽
力を賜りました関係者の皆様に深く敬意を表しま
すとともに、心より感謝申し上げます。あわせて
本大会のご成功と、選手の皆様のご健闘とご活躍、
ならびにご参集いただきました皆様の今後ますま
すのご多幸とご発展を祈念いたしまして、歓迎の
ご挨拶とさせていただきます。

歓迎のことば 祝　　　辞

河 野 俊 嗣 三 浦 久 知
宮崎県知事 延岡市長
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第76回全日本実業柔道団体対抗大会が、ここ宮

崎県延岡市において開催されますことを、心より

お祝い申し上げます。全国各地より参加された実

業団選手の皆様を、宮崎県柔道連盟を代表して歓

迎いたします。

本大会は、長い歴史と伝統を有し、実業柔道の

発展に大きく寄与してきた重要な大会です。社会

で活躍しながら柔道の研鑽を続ける選手の皆様の

姿勢は、多くの柔道関係者にとって大きな励みで

あり、柔道界全体の活力にもつながるものです。

大会の開催にあたり、多大なるご支援とご協力

を賜りました関係団体の皆様、審判員の先生方、

そして大会運営を支えてくださるスタッフ・ボラ

ンティアの皆様に、深く感謝申し上げます。

延岡市は、豊かな自然と温かい地域文化に恵ま

れた街です。参加される皆様には、競技はもちろ

んのこと、滞在の時間も含めて本大会を存分に楽

しんでいただければ幸いです。

本大会が、選手の皆様にとってさらなる飛躍の

機会となり、実りあるものとなりますことを祈念し、

挨拶といたします。

祝　　　辞

宮崎県柔道連盟

鳥 居 敏 文会長
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大　会　日　程
月　日 行　事 時　間 場　所

5/25㈪～28㈭ 選手変更 5／28㈭　17：00まで 連絡先：zenjitsu@jitsujuren.jp（全実柔連）

6／12㈮
大会前日

練習 ９：00～17：00
アスリートタウン延岡
アリーナ

サブアリーナ
女子予備計量（第 1 部） 15：30～16：00 サブアリーナ内

計量会場女子公式計量（第 1 部） 16：00～16：40
理事会・定時総会 16：15～16：45 会場内会議室監督会議 16：45～17：30

6／13㈯
１日目

受付時刻
受付担当係員
競技役員
女子１部、男子３部
審判員
大会役員・報道

７：15～
７：30～

７：45～
８：00～

アスリートタウン延岡
アリーナ
男子：第 3 部
女子：第 1 部

入口（注２）

審判会議 ８：15～８：45 会場内会議室
一般開場 ８：30～

メインアリーナ

開会式（※ 1 ） ９：00～
試合開始 開会式終了次第
女子予備計量（第 2 部） 15：30～16：00
女子本計量（第 2 部） 16：00～16：40
表彰式 16：40～（予定）
練習 ７：45～16：00 サブアリーナ
レセプション（役員のみ） 18：45～ エンシティホテル延岡

6／14㈰
2 日目

受付時刻
受付担当係員
競技役員
男子１部・２部、女子２部
審判員
大会役員・報道

７：15～
７：30～

７：45～
８：00～

アスリートタウン延岡
アリーナ
男子：第 1 部、第 2 部
女子：第 2 部

入口（注２）

審判会議 ８：30～８：45 会場内会議室
一般開場 ８：30～

メインアリーナ試合開始 ９：00～
表彰式・閉会式 15：10～（予定）

注１ 開会式は柔道衣を着用し、選手全員の参列をお願いいたします。
注２ 会場入口は、選手・チーム関係者、大会役員、観客の３か所となります。
※試合の進行状況等により、大会終了時間は前後する可能性があります。

大　会　次　第
開　会　式 閉 会 式

１．役員・選手入場
２．開会宣言 大会委員長　佐 藤 　 輝
３．国歌斉唱　
４．優勝旗、優勝杯返還

男子第１部
男子第２部
男子第３部
女子第１部
女子第２部

旭 化 成
パ ー ク ２ ４
リンクスタッフグループ
J R 東 日 本
J R 九 州

５．あいさつ 大会会長　小 堀 秀 毅
６．祝　　辞 （公財）全日本柔道連盟会長　中 村 真 一

宮崎県知事　河 野 俊 嗣
７．年間最優秀選手賞
　　永野重雄賞 ジャパンエレベーターサービスホールディングス㈱　村尾三四郎
　　宮崎　輝賞 ㈱ブイ・テクノロジー　嘉 重 春 樺
８．功労者表彰
９．選手宣誓 旭化成㈱　太 田 彪 雅
10．役員・選手退場
表彰式（第１日目）
　　⑴団体賞　女子第１部
　　　　　　　男子第３部
　　　厚生労働大臣杯
　　　賞状・優勝旗・優勝杯
　　　読売新聞社賞
　　　延岡市長賞
　　　開催地特別賞
　　⑵個人賞
　　　優秀選手賞

１．役員・選手入場
２．成績発表並びに表彰
　　⑴団体賞　男子第１部・第２部
　　　　　　　女子第２部
　　　厚生労働大臣杯
　　　賞状・優勝旗・優勝杯
　　　読売新聞社賞
　　　延岡市長賞
　　　開催地特別賞
　　⑵個人賞
　　　優秀選手賞
３．閉会宣言　　　大会副委員長　田 中 裕 二
４．役員・選手退場
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厚生労働大臣杯争奪　第76回全日本実業柔道団体対抗大会実施要項

1．日　　時 2026年 6 月13日（土）9 ：00開会式（終了次第試合開始）17：00終了予定
2026年 6 月14日（日）9 ：00試合開始、15：30大会終了予定

2．会　　場 アスリートタウン延岡アリーナ（新宮崎県体育館）
〒882-0803  宮崎県延岡市大貫町 1 丁目2894 　TEL：0982-21-3121

3．主　　催 全日本実業柔道連盟　
4．主　　管 西日本実業柔道連盟、宮崎県柔道連盟、延岡市、日本のひなた宮崎国スポ・障スポ延岡市実行委員会
5．後　　援 厚生労働省、公益財団法人講道館、公益財団法人全日本柔道連盟、読売新聞社、

宮崎県、宮崎県教育委員会、日本のひなた宮崎国スポ・障スポ実行委員会、公益財団法人宮崎県スポー
ツ協会、延岡市教育委員会、一般社団法人延岡市スポーツ協会

6．参加資格 （ 1 ）全日本実業柔道連盟に加盟し年会費を納めた会員であること。
（ 2 ）‌�チームは、会員および事業所単位とし、男子 1 部は 1 社 1 チームまで、第 2 部・第 3 部は 1 社 3 チー

ムまで参加を認める。
（ 3 ）‌�選手は（公財）全日本柔道連盟に登録し、全日本実業柔道連盟に加盟している会員に在籍し、選手登

録をしていること。
7．参加申込 ・全日本実業柔道連盟ホームページ（https://www.jitsujuren.jp）より申し込むこと。

・申込締切：2026年 4 月15日（水）17：00まで
・問合せ先：全日本実業柔道連盟　E-mail：zenjitsu@jitsujuren.jp　TEL：03-6699-3040

8．参 加 料 ・男子（各部）：30,000円/チーム
・女子：第 1 部 30,000円/チーム、第 2 部 15,000円/チーム
・振込先：三井住友銀行 本店営業部 普通 9071854 全日本実業柔道団体対抗大会事務局

※参加申込と同時に振込むこと。振込確認できない場合は参加不可。
※振込名義は必ず会員名とする。
※組合せ抽選後の辞退による返金は行わない。

9．試合種目 男子の部は第 1 部・第 2 部・第 3 部、女子の部は第 1 部・第 2 部とする。
第 1 日目 6 月13日（土） 男子の部 第 3 部、女子の部 第 1 部
第 2 日目 6 月14日（日） 男子の部 第 1 部・第 2 部、女子の部 第 ２ 部

※開催地宮崎県から特別参加として男子の部は第 3 部、女子の部は第 2 部への出場を認める。
〔男子の部〕
（ 1 ）第 1 部は12チーム、第 2 部は32チーム以内とし、それ以外を第 3 部とする。
（ 2 ）‌�本大会の試合成績により該当チームの昇・降格を行い、次年度に出場できる各部を次により決定する。

・第 1 部の 1 回戦で敗退した 4 チームは次年度第 2 部に降格する。
・‌�第 2 部上位 4 チームは次年度第 1 部に昇格する。

※男子 2 部の準々決勝が終了後、速やかに準々決勝にて敗れた 4 チームを大会本部にて、役員立
ち合いのもと厳正に抽選を行い、優先順位の 1 から 4 を決めておく。2 部ベスト16にて優勝チ－
ムに敗れたチームを優先順位 5 、準優勝チームに敗れたチームを優先順位 6 とする。

・第 2 部ベスト 4 と重複するチームが 1 部に残留した場合には、重複チームは昇格せず、優先順位
の高い順から 1 部に昇格とする。1 部出場チームに欠場が出た場合にも、この優先順位の上位にい
るチームが 1 部に出場できることとする。

・第 2 部の下位 4 チームは次年度第 3 部に降格する。下位 4 チームは 1 回戦で敗退したチームの中
から抽選を行い決定する。但し、第 2 部が32チームに満たない場合には、そのまま第 2 部に出場
する場合がある。

（各部抽選の必要が生じた場合、大会本部にて役員立ち合いにより厳正に抽選を行い、該当チ－ム
に周知するとともにHPの大会結果に掲載する）

・第 3 部の上位 4 チームは第 2 部に昇格する。
・要項に記載のない事項が生じた場合、大会本部にて速やかに検討・決定の上、当該チーム等に周

知する。
10．チーム編成
　　・選手配列

〔男子の部〕
・第 1 部：監督 1 名、コーチ 1 名、選手 7 名（計 9 名）
・第 2 部・第 3 部：監督 1 名、コーチ 1 名、選手 5 名、補欠 2 名（計 9 名）
・トレーナーは各所属 1 名までとする 。
・第 1 部は、申込時点で 5 名以上の選手が揃っていなければならない
・第 2 部・第 3 部は補欠を除く全員が揃っていなければならない。
・試合方法：チーム 5 名による点取り試合とする。
・選手配列：第 1 部は試合毎に変更可、第 2 部・第 3 部は、申込以降の変更は認めない。
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〔女子の部〕
・第 １ 部：監督 １ 名、コーチ 1 名、選手（57kg以下 3 名、70kg以下 3 名、無差別 2 名）計10名
・第 2 部：監督 １ 名、コーチ 1 名、選手（57kg以下 １ 名、70kg以下 １ 名、無差別 １ 名）、補欠 2 名
　　　　　計 7 名
・トレーナーは各所属 1 名までとする。 
・第 １ 部は、各階級に最低 1 名以上の選手が揃っていなければならない
・第 2 部は補欠を除く全員が揃っていなければならない。
・試合方法：体重別チームによる点取り試合とする。
・選手配列：第 1 部は57kg以下 2 名、70kg以下 2 名、無差別 1 名の 5 名とし、各体重区分内で試合

毎に変更可。試合当日に選手が事故のため出場不可能となるか、体重区分どおりに 5 名のチーム
編成が組めない場合に限り、体重区分の軽い選手が重い体重区分への出場を認める。但し、一度
移動した選手は元の体重区分へ戻ることはできない。また、無差別に登録した選手についての移
動は認めない。第 2 部は57kg以下 １ 名、70kg以下 １ 名、無差別 １ 名の 3 名とし体重別に配列する。

・計量〔公式計量〕
6 月12日（金）16：00～16：40（女子第 1 部）
6 月13日（土）16：00～16：40（女子第 2 部）

・予備計量：15：30～16：00（自由計測）
・場所：女子アップ会場内計量会場（サブアリーナ）
・無差別級の計量は行わない。

11．審判規程 （ 1 ）最新の国際柔道連盟試合審判規程（2025-2028）で行う。
（ 2 ）試合時間は 4 分間。
（ 3 ）優勢勝ちは「有効」または「僅差」以上とする。
（ 4 ）「指導」差が 2 対 0 になった場合「指導」0 の選手を「僅差」勝ち、「指導」差が 1 は引分け。
（ ５ ）「技の内容」と「指導」の重み。※【一本勝＝反則勝＞技あり＞有効＞僅差】の順とする。

12．服　　装 2022年 １ 月から国際柔道連盟が改正した柔道衣コントロールで実施する。
全柔連柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣、下穿、帯）を着用すること。
全柔連柔道衣規格合格品のリストは全柔連HPを参照すること。
柔道衣の大きさまたは規格が合わない場合は出場を認めない。（主催者は予備の柔道衣を用意しない）

13．ゼッケン （ 1 ）布地は白色とし、苗字を上部 2 / 3 、チーム名を下部 1 / 3 に男子は黒文字、女子は赤文字で記載する。
（ 2 ）サイズについては縦25cm～30cm、横30㎝～35cmとすること。
（ ３ ）縫い付け位置は後襟から 5 cm～10cm下部に縫い付けること。

14．試合方法 （ 1 ）‌�トーナメント方式で行い、各部ごとに「優勝」「準優勝」「第 3 位」を決定する。
女子の第 1 部については参加チーム数によりリーグ戦で行う場合がある。

（ 2 ）チーム間の勝敗は次により決定する。
①勝者数の多いチームを勝ちとする。
②‌�①で同数の場合は一本勝、不戦勝ち、棄権勝ち、相手の反則負けによる勝者の多いチームを勝ち

とする。
③②で同数の場合は、「技あり」による勝者の多いチームを勝ちとする。
④‌�③で同数の場合は、「有効」による勝者の多いチームを勝ちとする。
⑤④で同数の場合は、次の通り「代表戦」を行う。※代表戦は個人戦同様で「僅差」決着なし。�  
<男子の部>‌�任意選出選手 1 名による代表戦を行う。規定時間内で得点差がない場合は、ゴールデン

スコア（延長戦）にて、勝敗を決する。また上記代表戦において両者反則負け等で勝敗が
つかなかった場合は、再度他の代表選手を選出し、代表戦を行う。

<女子の部>‌�「引分け」の階級の中から抽選で代表選手を選出し、いきなりゴールデンスコアにて、勝
敗を決する。また、上記代表戦において両者反則負け等で勝敗がつかなかった場合は、
再度抽選により他の階級から代表選手を選出する。なお、引分けの階級がない場合は、
両者反則負け等で勝敗を決していない階級の中から代表選手を選出する。

（ 3 ）リーグ戦における順位の決定について
①チーム間の勝敗において、勝数の多いチームを上位とする。
②勝数が同数の場合は負数の少ないチームを上位とする。
③②で同一の場合はリーグ戦中の個人の総勝数の多いチームを上位とする。
④③で同一の場合は負数の少ないチームを上位とする。
⑤④で同一の場合は勝数の内容により決定する。
⑥⑤で同一の場合は直接対戦での勝者のチームを上位とする。
⑦‌�⑥で引分けだった場合は、任意選出選手 １ 名による代表戦を行う。規定時間内で得点差がない場

合は、ゴールデンスコア（延長戦）にて、勝敗を決する。※代表戦は個人戦同様必ず決着をつける。
（ 4 ）試合場　大会会場内アリーナにて ４ 試合場で行う。
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15．審 判 員 （ 1 ）審判員は全日本実業柔道連盟の委嘱による。
（ 2 ）‌�審判員会議： 6 月13日（土）8 ：15～ ８ ：45、14日（日）８ ：30～ ８ ：45
　　場所：会場内会議室

16．表　　彰 （ 1 ）優勝チーム：優勝旗・優勝杯・賞状・賞品を授与
　　準優勝・第 3 位チーム：賞状・賞品を授与
　　（ただし、出場参加数により変更する場合がある）

（ 2 ）男子第 1 部、女子第 1 部の優勝チームに、厚生労働大臣杯を授与
（ 3 ）優秀選手賞：男子各部 5 名、女子各部 3 名に授与

17．抽　　選 4 月25日（土）16：00より、西日本実業柔道連盟事務局にて「大会組合せの抽選とシード基準」に則り厳正
に行う。

18．選手変更 （ 1 ）5 月25日（月）～28日（木）17：00までに、登録外選手 2 名までメールにて受け付ける。
（ ２ ）大会前日の選手変更は不可。
（ ３ ）6 月10日（水）～11日（木）15：00まで、怪我・疾病による 1 名の変更を受け付ける。
　　（医師の診断書PDF必須）

（ ４ ）接骨師の診断書は不可
（ ５ ）登録選手以外からの変更は 1 チーム最大 2 名とする。その際、選手に欠員が出た場合は補欠員を充

当し、補欠員が欠員となった時は登録外の選手を充当する。また、同一会社であっても部内外間
の選手の入替は認められない。 

（ ６ ）男子 2 部・ 3 部、女子 2 部については、一度退いた選手は再出場できない。
19．練習会場 ・ 6 月12日（金）9 ：00～17：00、13日（土）7 ：45～16：00

・場所：サブアリーナ
・試合当日は大会開始20分前までメインアリーナ使用可とする。

20．監督会議 6 月12日（金）16：45～17：30 会場内会議室にて行う。
21．開会式・
　　表彰式

・開会式：柔道衣着用、全員参列
2 日目出場チームで、勤務等の都合により不参加の場合は 5 月29日（金）までに事務局へ連絡
すること。

・表彰式：入賞チーム・優秀選手は柔道衣着用で参列すること。
22．宿泊等斡旋 宿泊・弁当の手配を希望するチームは、直接斡旋団体へ申し込むこと。
23．傷害保険 当連盟は試合中の傷害に対する保険（死亡・後遺障害・入院）に加入する。

通院の補償は対象外。各社・各人で自己責任にて必ず保険加入のこと。
24．特記事項 （ 1 ）‌�皮膚真菌症（トンズランス感染症）について、発症の有無を各所属の責任において必ず確認するこ

と。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関において、的確な
治療を行うこと。大会時に、 選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合は、大会への出場ができない
場合もある。

（ 2 ）脳震盪対応について、選手及び指導者は以下の事項を遵守すること。
・‌�大会前 1 ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。
・‌�大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは認めない。（受傷した時点で

必ず専門医を受診すること）
・‌�練習再開に際しては、脳神経外科の診察を受け、許可を得ること。
・‌�上記のいずれかに該当する選手がいる場合、指導者は必ず大会事務局へ事故報告書を提出すること。

（ 3 ）‌�監督・コーチは、2026年度全柔連登録をしており、全柔連指導者資格（Ａ・Ｂ・Ｃのいずれか）を有
すること。

（ 4 ）大会で撮影された写真、映像の肖像権は主催者、または認定団体、共催者に帰属する。
（ 5 ）‌�大会はYouTubeライブ配信予定（主催者または認定チャンネル）
（ 6 ）‌�大会申込情報は全実柔連ホームページおよび記録・進捗システムに掲載される場合がある。

以上
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大　　会　　役　　員
（ 順 不 同 ）

大 会 名 誉 顧 問 上 野 賢 一 郎 上 村 春 樹 中 村 真 一 河 野 俊 嗣 三 浦 久 知
名 誉 会 長 宗 岡 正 二
名 誉 顧 問 浅 野 敏 雄 村 井 　 温 森 　 詳 介
会 長 小 堀 秀 毅
副 会 長 村 井 　 豪 松 本 秀 作 鳥 居 敏 文
常 任 顧 問 内 海 章 雄 内 海 健 雄 江 口 　 孝 唐 池 恒 二 佐 藤 貴 史

戸 髙 善 之 橋 田 紘 一 三 好 忠 滿 森 口 嘉 久 山 口 英 彰
米 澤 隆 弘 山 本 敬 三

顧 問 大 山 昭 三 瀬 戸 口 正 征 山 本 裕 洋 渡 辺 軍 三
参 与 浅 賀 健 一 大 橋 武 彦 柏 倉 伸 司 小 林 　 章 小 林 次 雄

高 橋 　 茂 竹 元 則 夫 橋 本 　 上 丸 谷 武 久 水 谷 久 夫
水 野 寛 之 藪 　 宏 明 矢 野 吉 則

大 会 顧 問 山 本 一 也 宮 田 　 真 福 田 達 也 秋 山 　 晃 川 端 　 龍
田 中 慶 太 福 田 秀 人 藤 原 正 隆 下 田 敬 子 青 木 靖 典
西 山 　 勝 藤 田 裕 之 石 橋 和 幸 有 元 秀 樹 栗 田 重 徳
久 保 田 浩 史 髙 橋 修 身 片 渕 一 真 今 吉 琢 也 喜 勢 陽 一
江 頭 豊 一 志 太 勤 一 野 沢 慎 吾 市 川 東 太 郎 工 藤 崇 恭
島 田 太 郎 今 居 武 士 岸 本 　 将 吉 田 正 義 西 川 光 一
杉 本 重 人 伊 賀 上 雅 和 戸 澤 敏 之 小 川 昌 寛 齋 藤 昭 生
佐 藤 孝 弘 飯 塚 　 守 花 岡 　 浩 石 原 由 尊 鳩 澤 晴 輝
松 本 修 三 朝 比 奈 秀 典 近 藤 康 之 廣 岡 　 聡 宝 月 章 彦

大 会 参 与 川 畑 弘 志 森 田 政 広 七 條 和 己 大 迫 明 伸
荻 野 大 輔 川 出 康 祐 小 池 遼 太 郎 冨 田 寛 司 下 田 英 樹
関 口 　 直 湊 谷 知 幹 中 礼 雄 一 秋 月 雅 春 栗 田  徳 光
松 下 琢 磨 岸 　 哲 也 尾 上 さ や か 酒 井 英 幸 武 智 伊 知 郎
高 橋 重 男 高 橋 啓 介 金 子 　 傑 池 田 和 博 古 荘 真 吾
冨 増 悠 二 森 本 浩 司 神 澤 幸 宏 八 木 英 雄 石 塚 秀 樹
古 内 和 彦 田 中 善 久 吉 岡 博 之 髙 田 裕 也 荒 木 清 之
蘭 　 徳 美 伊 志 嶺 朝 雄 上 賀 善 寛 岡 島 　 強 北 川 征 勇
田 尾 　 勲 谷 口 重 道 藤 原 良 平 本 間 光 徳 山 﨑 真 一 郎
横 田 輝 隆 吉 原 成 起

大 会 委 員 長 佐 藤 　 輝
大 会 副 委 員 長 諏 訪 　 剛 田 中 裕 二 矢 野 賢 悟
大 会 委 員 中 村 佳 央 丸 田 廣 行 三 好 伊 知 郎 栗 原 孝 至 児 島 廣 政

池 田 紀 之 大 熊 将 史 岡 泉 　 茂 岡 本 　 有 貝 山 仁 美
木 村 博 行 齋 藤 秀 二 薪 谷 　 翠 中 村 淳 子 中 村 　 元
西 川 　 知 日 浦 慎 司 松 岡 義 之 山 岸 裕 二 山 田 利 彦
山 本 　 剛 渡 邊 裕 二 秋 元 利 幸 浅 沼 理 任 阿 部 敏 幸
伊志嶺朝之助 宇 髙 菜 絵 宇 都 宮 国 博 金 丸 明 人 賀 持 道 明
河 合 宏 和 川 北 周 平 川 下 裕 一 河 原 正 太 喜 多 康 之
小 島 喜 一 朗 柴 田 宗 輝 高 宮 　 廣 辻 　 拓 也 壷 阪 昌 博
樋 川 　 純 永 井 航 生 永 井 亮 平 中 嶋 和 三 郎 中 村 伸 一
中 山 　 修 橋 場 和 大 福 見 友 子 藤 本 栄 二 古 宮 洋 二
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大 会 委 員 前 　 保 幸 松 阪 　 誉 松 村 健 司 柳 澤 　 久 山 本 典 実
吉 薗 勇 太 石 井 竜 太 乾 　 義 昭 上 野 　 伸 小 野 勇 輝
梶 原 敬 介 小 泉 友 厚 甲 能 　 武 小 日 向 　 修 斉 藤 恒 一
佐 藤 　 等 重 原 　 努 白 神 哲 治 須 藤 紘 司 高 松 雄 太
田 中 寛 仁 中 濱 真 吾 中 村 兼 三 花 本 隆 司 早 川 憲 幸
樋 口 真 広 久 富 勝 之 三 浦 翔 平 御 手 洗 大 作 宮 崎 　 廉
望 月 義 勝 矢 嵜 雄 太 　 藪 田 幸 士 山 本 和 博 山 本 　 勉
横 井 健 二 吉 岡 正 人 大 槻 雄 二 齋 藤 俊 郎 小 川 豊 清
瀬 尾 麻 世 樽 谷 哲 子 中 川 達 治 寺 西 　 武 橋 本 　 直
布 施 玄 秀 広 瀬 　 武 山 城 武 史 吉 原 起 人 岡 野 輝 則
勝 見 拓 登 小 山 敬 上 高 橋 正 次 郎 田 村 真 我 西 澤 俊 和
橋 本 　 等 福 田 隆 文 松 本 邦 彦 村 田 正 夫 森 田 友 蔵
横 田 大 二 郎 吉 竹 慎 二 土 持 正 樹 山 元 健 嗣 𠮷 田 敏 一
坂 口 洋 和 石 川 徳 次 中 武 　 誠 佐 藤 哲 朗 児 玉 利 信
前 野 秀 秋 矢 野 直 幸 佐 藤 信 明 阪 本 伸 幸 西 田 和 孝
高 群 泰 隆
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運 営 委 員 長 田 中 裕 二
運 営 副 委 員 長 中 村 佳 央 三 好 伊 知 郎 丸 田 廣 行
実 行 委 員 長 矢 野 賢 悟
実 行 副 委 員 長 山 元 健 嗣
実 行 委 員 𠮷 田 敏 一 坂 口 洋 和
審 判 長 岩 村 　 衡
副 審 判 長 金 丸 明 人 甲 斐 清 張
審 判 員 上 田 芳 枝 坂 本 道 人 工 藤 　 文 伊 志 嶺 朝 広 渡 邊 裕 二

田 中 寛 仁 甲 能 　 武 小 川 豊 清 瀬 尾 麻 世 北 田 裕 美 子
増 田 仁 子 衛 藤 啓 二 向 井 幹 博 山 崎 茂 樹 河 原 正 太
石 山 隆 英 本 田 綾 香 稲 川 郁 子 金 谷 明 子 泉 　 麻 生
佐 賀 純 一 郎 渡 辺 輝 彦 徳 永 道 郎 阪 本 伸 幸 香 川 純 子
甲 斐 清 友 坂 口 洋 和 坂 本 慎 吾 小 山 貴 弘 中 村 琢 磨
畑 村 亜 紀

優 秀 選 手 選 考 委 員 諏 訪 　 剛 斎 藤 俊 郎 大 槻 雄 二
総 務 統 括 三 好 伊 知 郎
総 務 木 下 路 子 𠮷 田 敏 一 吉 田 　 透 矢 野 美 華 日 髙 　 誠
受付（役員・来賓・報道） 瀬 戸 口 正 征 中 村 佳 央 丸 田 廣 行 田 中 裕 二 瀬 戸 山 浩 二

後 藤 徹 一 繁 昌 久 哲
受 付 （ 審 判 ・ 選 手 ） 岡 本 　 有 丸 谷 武 久 齋 藤 俊 郎 喜 多 康 之 吉 原 起 人

横 田 大 二 郎 中 嶋 和 三 郎 白 石 雄 二 朗 甲 斐 浩 二 日 髙 　 誠
綟 川 克 也

全 体 進 行 山 本 　 剛 阿 部 敏 幸 吉 原 起 人
選手変更・オーダー受付 中 村 伸 一 新 谷 　 翠 川 下 裕 一
本 部 記 録 永 井 航 生 横 井 健 二 重 原 　 努 金 子 博 史 菅 　 太 陽

山 岸 裕 二 中 山 裕 司 川 瀬 裕 二 塩 沢 　 誉 宮 下 倫 幸
塩 沢 　 誉 矢 野 美 華 木 原 裕 代 門 川 俊 介

試 合 場 係 落 合 孝 紀 三 澤 寿 栄 遠 矢 大 将 石 野 田 直 人 岩 田 　 大
中 武 　 誠 角 田 敦 博 萩 守 信 一 橋 口 雄 一 岡 本 直 樹
鳥 入 孝 仁 矢 野 杏 華 小 池 伸 幸 百 瀬 幸 太 吉 村 真 一 郎
鈴 木 浩 之 中 邨 浩 一 郎 江 良 　 誠 古 賀 辰 巳 土 井 　 忠
赤 木 海 斗 森 本 　 誠 廣 木 秋 吉 永 野 　 光 奈 須 康 哲
本 田 耕 三 補 助 役 員

ケ ア シ ス テ ム 脇 阪 博 也 志 々 目 由 理 江 小 野 綾 子 草 野 裕 大 井 上 達 也
Y o u T u b e 配 信 喜 多 康 之 大 槻 雄 二 吉 竹 慎 二
掲 示 横 田 大 二 郎 首 藤 宝 一 郎
放 送 小 島 喜 一 朗 堀 家 徹 也 甲 斐 万 葉 補 助 役 員
接 待 木 下 路 子 矢 野 美 華 木 原 裕 代 宮 脇 愛 美 水 野 千 尋

鈴 木 嘉 代
表 彰 ・ 式 典 山 本 　 剛 阿 部 敏 幸 中 村 伸 一 堀 家 徹 也 岡 本 　 有

丸 谷 武 久 大 槻 雄 二 吉 原 起 人
会 場 整 備 ・ 警 備 岡 本 　 有 丸 谷 武 久 大 槻 雄 二 窪 田 　 茂 白 石 政 義

三 木 賢 人
計 量 薪 谷 　 翠 矢 野 美 華 水 野 千 尋 宮 脇 愛 美 鈴 木 嘉 代
救 護 黒 木 修 司 森 田 雄 大 北 堀 貴 史
報 道 小 島 喜 一 朗 吉 原 起 人 矢 野 賢 悟 山 元 健 嗣
写 真 三 橋 浩 二
補 助 員 小林西高等学校 富 島 高 等 学 校 日章学園高等学校 宮崎日大高等学校 鵬 翔 高 等 学 校

日 本 文 理 大 学

大　会　競　技　役　員
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会　場　図
アスリートタウン延岡アリーナ（新宮崎県体育館）

１階会場図

２階会場図
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会場周辺図
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試 合 場 割 当 表

【第１日目　６月13日（土）】

9：00〜 開会式（終了次第、試合開始）
第 1 試合場 番号 第 2 試合場 番号 第 3 試合場 番号 第 4 試合場 番号

女子第１部 リーグ戦 ①- 1 女子第１部 リーグ戦 ②- 1 男子第３部 １回戦 ③- 1 男子第３部 １回戦 ④- 1
男子第３部 １回戦 ①- 2 男子第３部 １回戦 ②- 2 〃 ③- 2 〃 ④- 2

〃 ①- 3 〃 ②- 3 〃 ③- 3 〃 ④- 3
〃 ①- 4 〃 ②- 4 〃 ③- 4 〃 ④- 4
〃 ①- 5 〃 ②- 5 女子第１部 リーグ戦 ③- 5 女子第１部 リーグ戦 ④- 5

男子第３部 ２回戦 ①- 6 男子第３部 ２回戦 ②- 6 男子第３部 ２回戦 ③- 6 男子第３部 ２回戦 ④- 6
〃 ①- 7 〃 ②- 7 〃 ③- 7 〃 ④- 7
〃 ①- 8 〃 ②- 8 〃 ③- 8 〃 ④- 8
〃 ①- 9 〃 ②- 9 〃 ③- 9 〃 ④- 9

女子第１部 リーグ戦 ①-10 女子第１部 リーグ戦 ②-10 男子第３部 ３回戦 ③-10 男子第３部 ３回戦 ④-10
男子第３部 ３回戦 ①-11 男子第３部 ３回戦 ②-11 〃 ③-11 〃 ④-11

〃 ①-12 〃 ②-12 女子第１部 リーグ戦 ③-12 女子第１部 リーグ戦 ④-12
男子第３部 準々決勝 ①-13 男子第３部 準々決勝 ②-13 男子第３部 準々決勝 ③-13 男子第３部 準々決勝 ④-13
男子第３部 準決勝 ①-14 女子第１部 リーグ戦 ②-14 女子第１部 リーグ戦 ③-14 男子第３部 準決勝 ④-14

男子第３部 決勝 ②-15
16：40〜表彰式（予定）

【第２日目　６月14日（日）】

9：00〜 試合開始
第 1 試合場 番号 第 2 試合場 番号 第 3 試合場 番号 第 4 試合場 番号

男子第２部 １回戦 ①- 1 男子第２部 １回戦 ②- 1 女子第２部 １回戦 ③- 1 男子第２部 １回戦 ④- 1
〃 ①- 2 女子第２部 ２回戦 ②- 2 女子第２部 ２回戦 ③- 2 〃 ④- 2
〃 ①- 3 〃 ②- 3 〃 ③- 3 〃 ④- 3

男子第２部 ２回戦 ①- 4 〃 ②- 4 〃 ③- 4 男子第２部 ２回戦 ④- 4
〃 ①- 5 〃 ②- 5 〃 ③- 5 〃 ④- 5
〃 ①- 6 男子第１部 １回戦 ②- 6 男子第１部 １回戦 ③- 6 〃 ④- 6

〃 ①- 7 〃 ②- 7 〃 ③- 7 〃 ④- 7
男子第２部 ３回戦 ①- 8 女子第２部 ３回戦 ②- 8 女子第２部 ３回戦 ③- 8 男子第２部 ３回戦 ④- 8

〃 ①- 9 〃 ②- 9 〃 ③- 9 〃 ④- 9
男子第２部 準決勝 ①-10 男子第１部 ２回戦 ②-10 男子第１部 ２回戦 ③-10 男子第２部 準決勝 ④-10

〃 ②-11 〃 ③-11
女子第２部 準決勝 ②-12 女子第２部 準決勝 ③-12
男子第１部 準決勝 ②-13 男子第１部 準決勝 ③-13
女子第２部 決勝 ②-14
男子第２部 決勝 ②-15
男子第１部 決勝 ②-16

15：10～表彰式・閉会式（予定）
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〔2025年　年間最優秀選手〕全日本実業柔道連盟に登録している選手で、
当該年に最も優秀な成績を収めた選手。

〔永 野 重 雄 賞〕

ジャパンエレベーターサービスホールディングス㈱ ㈱ブイ・テクノロジー

〔宮 崎 　 輝 賞〕
村尾三四郎 嘉 重 春 樺

2025年６月 ブダペスト世界柔道選手権大会
90kg級　優勝

2025年６月 ブダペスト世界柔道選手権大会
63kg級　優勝

表彰年 永 野 重 雄 賞 宮 崎 　 輝 賞

1985年 滝 吉 直 樹（新日本製鐵）

1986年 星 　 君 男（京葉ガス）

1987年 滝 吉 直 樹（新日本製鐵）

1988年 諏 訪 　 剛（京葉ガス）

1989年 該当者なし

1990年 該当者なし

1991年 小 川 直 也（日本中央競馬会）

1992年 中 谷 　 弘（新日本製鐵） 〔1993年　創設〕

1993年 吉 田 秀 彦（新日本製鐵） 田 辺 陽 子（ミキハウス）

1994年 中 村 佳 央（旭化成工業） 立野千代里（ミキハウス）

1995年 岡 泉 　 茂（新日本製鐵） 大 石 愛 子（横浜そごう）

1996年 秀 島 大 介（日本中央競馬会） 菅 原 教 子（ダイコロ）

1997年 中 村 兼 三（旭化成工業） 惠 本 裕 子（住友海上）

1998年 金 野 　 潤（綜合警備保障） 立野千代里（ミキハウス）

1999年 篠 原 信 一（旭化成工業） 真 壁 友 枝（住友海上）

2000年 篠 原 信 一（旭化成工業） 楢 﨑 教 子（ダイコロ）

2001年
野 村 忠 宏（ミキハウス）

田 村 亮 子（トヨタ自動車）
瀧 本 　 誠（日本中央競馬会）

2002年 井 上 康 生（綜合警備保障） 上 野 雅 恵（三井住友海上火災保険）

2003年 井 上 康 生（綜合警備保障） 北 田 佳 世（ミキハウス）

2004年
井 上 康 生（綜合警備保障） 谷 　 亮 子（トヨタ自動車）
鈴 木 桂 治（平成管財） 上 野 雅 恵（三井住友海上火災保険）

2005年 鈴 木 桂 治（平成管財） 塚 田 真 希（綜合警備保障）

2006年 鈴 木 桂 治（平成管財） 薪 谷 　 翠（ミキハウス）

2007年 該当者なし 中 澤 さ え（綜合警備保障）

表彰年 永 野 重 雄 賞 宮 崎 　 輝 賞

2008年 鈴 木 桂 治（平成管財） 塚 田 真 希（綜合警備保障）

2009年 内 柴 正 人（旭 化 成）
上 野 雅 恵（三井住友海上火災保険）
谷 本 歩 実（コ マ ツ）

2010年 該当者なし 上 野 順 恵（三井住友海上火災保険）

2011年 高 橋 和 彦（新日本製鐵） 杉 本 美 香（コ マ ツ）

2012年 該当者なし 浅見八瑠奈（コ マ ツ）

2013年 該当者なし 松 本 　 薫（フォーリーフジャパン）

2014年 海 老 沼 　 匡（パーク２４） 緒方亜香里（了德寺学園）

2015年 中 矢 　 力（A L S O K） 近 藤 亜 美（三井住友海上火災保険）

2016年 羽賀龍之介（旭 化 成） 中 村 美 里（三井住友海上火災保険）

2017年 大 野 将 平（旭 化 成） 田知本　遥（A L S O K）

2018年 髙 藤 直 寿（パーク２４） 新 井 千 鶴（三井住友海上火災保険）

2019年 髙 藤 直 寿（パーク２４） 新 井 千 鶴（三井住友海上火災保険）

2020年 丸山城志郎（ミキハウス） 出口クリスタ（日本生命保険）

2021年 羽賀龍之介（旭 化 成） 冨 田 若 春（コ マ ツ）

2022年 ウルフアロン（了德寺大学職員） 濵 田 尚 里（自衛隊体育学校）

2023年 阿部一二三（パーク２４） 角 田 夏 実（SBC湘南美容クリニック）

2024年 阿部一二三（パーク２４） 角 田 夏 実（SBC湘南美容クリニック）

2025年
永 瀬 貴 規（旭 化 成） 角 田 夏 実（SBC湘南美容クリニック）
阿部一二三（パーク２４） 出口クリスタ（日本生命保険）

〔 過 去 の 受 賞 者 の 記 録 〕
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男子第１部　　組み合わせ表

優　勝
準優勝
第３位
第３位

1. 旭 化 成

2. セントラル警備保障

3. 日本エースサポート

4. 日 本 中 央 競 馬 会

5. 京 葉 ガ ス

6. Ｊ Ｒ 九 州

7. パ ー ク ２ ４

8. セ ン コ ー

9. ア ド ヴ ィ ッ ク ス

10. 日 本 製 鉄

11. Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ

12. 東 芝

②-10

③-10

②-11

③-11

②-13

③-13

②-16

②-６

③-６

②-７

③-７

※試合場（○数字）－試合順

男
子
第
１
部　
組
み
合
わ
せ
表
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男子第２部　　組み合わせ表

優　勝
準優勝
第３位
第３位

優　勝
準優勝
第３位
第３位

1. パ ー ク ２ ４

2. 戸 髙 鉱 業 社

3. 豊 田 自 動 織 機

4. ダ イ コ ロ

5. 慶 應 柔 友 会

6. 東 芝

7. セ ン コ ー

8. A K J O B

9. 日 本 通 運 A

10. 大 阪 ガ ス

11. 東 レ 滋 賀

12. 旭 化 成

13. ト ヨ タ 自 動 車

14. ク ラ フ テ ィ ア

15. 日 本 製 鉄

16. リンクスタッフグループ

17. 松 波 総 合 病 院

18. ア ド ヴ ィ ッ ク ス

19. 日 本 通 運 B

20. 日 本 製 鉄 大 分

21. 九 州 電 力

22. 三 菱 重 工 名 古 屋

23. 安 川 電 機

①-１

①-４

①-８

①-９

①-10

②-15

①-５

①-６

①-７

④-４

④-８

④-10

④-９

④-５

④-６

④-７

①-２

①-３

②-１

④-１

④-２

④-３
※試合場（○数字）－試合順

男
子
第
２
部　
組
み
合
わ
せ
表
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男子第３部　　組み合わせ表

優　勝
準優勝
第３位
第３位

1. ア ド ヴ ィ ッ ク ス

2. 宮崎県警察OBチーム

3. 東 レ 名 古 屋

4. センコー柔道クラブ

5. 創 柔 会 柔 道 クラ ブ

6. ユニバーサル柔道アカデミー島根

7. 大 森 ク ラ ブ

8. 氣 樂 道 場

9. 京 都 医 健 専 門 学 校

10. セントラル警備保障B

11. 山 形 市 役 所

12. た い よ う 保 育 園

13. ジャパンエレベーターサービスB

14. 宮 崎 県 警 察

15. 東京海上日動火災保険

16. 京 葉 ガ ス

17. 東海げんき整骨院クラブ

18. 羽田タートルサービス

19. シダックス柔道倶楽部

20. 日 本 製 鉄 室 蘭

21. 天 理 大 学 ク ラ ブ

22. 東 洋 水 産

23. 大 神 工 業 ク ラ ブ

24. Ｉ Ｈ Ｉ

25. アーバンセキュリティ

26. Ｊ Ｒ 九 州

27. 1 1 2 9 C O M P A N Y

28. Ａ Ｋ Ｊ Ｏ Ｂ

29. ヴァンガードスミス

30. Ｊ Ｆ Ｅ ス チ ー ル

31. ク ラ レ 岡 山

32. ジャパンエレベーターサービスA

33. も も 太 郎

34. ミ ナ ミ

35. 球 磨 柔 道 ク ラ ブ

36. 東 日 本 旅 客 鉄 道

37. ＫＯＴＯＫＵ・ＪＵＤＯ・ＣＬＵＢ

38. セ コ ム 上 信 越

39. 陸上自衛隊第１空挺団

40. 肥 後 銀 行

41. セントラル警備保障A

42. 日 体 柔 友 会

43. 栗 田 産 業

44. 建 装 工 業

45. パ ー ク ２ ４

46. 吉 川 工 業

47. 日 本 製 鉄 本 社

48. 笑顔道整骨院グループ

※試合場（○数字）－試合順

①-２

①-４

②-２

②-４

①-３

①-５

②-３

②-５

①-６

①-８

②-６

②-８

①-７

①-９

②-７

②-９

①-11

①-12

②-11

②-12

①-13

②-13

①-14

③-６

③-８

④-６

④-８

③-７

③-９

④-７

④-９

③-１

③-３

④-１

④-３

③-２

③-４

④-２

④-４

③-10

③-11

④-10

④-11

③-13

④-13

④-14
②-15
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女 子 第 １ 部

三井住友海上火災保険 コ マ ツ 自衛隊体育学校 セ ン コ ー Ｊ Ｒ 東 日 本 勝敗 順位

三井住友海上火災保険 ①-１ ②-10 ②-14 ③-５ 勝  敗  分

コ マ ツ ④-５ ③-12 ③-14 勝  敗  分

自衛隊体育学校 ②-１ ④-12 勝  敗  分

セ ン コ ー ①-10 勝  敗  分

Ｊ Ｒ 東 日 本 勝  敗  分

女子第２部　　組み合わせ表
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

1. Ｊ Ｒ 九 州

2. ブ イ ・ テ ク ノ ロ ジ ー

3. Ｋ Ｊ Ｃ

4. 日 本 エ ー ス サ ポ ー ト Ｂ

5. 松 波 総 合 病 院

6. パ ー ク ２ ４

7. ヤ ッ ク ス B

8. た い よ う 保 育 園

9. ヤ ッ ク ス Ａ

10. 氣 樂 道 場

11. ト ヨ タ 自 動 車

12. 早 稲 田 柔 道 ク ラ ブ

13. 日 本 エ ー ス サ ポ ー ト A

14. 岩 倉 高 校 柔 友 会

15. 東 日 本 旅 客 鉄 道

16. 北 関 東 綜 合 警 備 保 障

17. シ ダ ッ ク ス 柔 道 倶 楽 部

優　勝
準優勝
第３位
第３位

①-１ 三井住友海上火災保険 対 コ マ ツ
②-１ 自衛隊体育学校 対 セ ン コ ー
③-５ 三井住友海上火災保険 対 Ｊ Ｒ 東 日 本
④-５ コ マ ツ 対 自衛隊体育学校
①-10 セ ン コ ー 対 Ｊ Ｒ 東 日 本

②-10 三井住友海上火災保険 対 自衛隊体育学校
③-12 コ マ ツ 対 セ ン コ ー
④-12 自衛隊体育学校 対 Ｊ Ｒ 東 日 本
②-14 三井住友海上火災保険 対 セ ン コ ー
③-14 コ マ ツ 対 Ｊ Ｒ 東 日 本

※試合場（○数字）－試合順

※試合場（○数字）－試合順

②-２

②-８

②-12

②-14

③-12

②-９

③-８

③-９

②-４

②-３

②-５

③-２

③-３

③-４

③-５
③-１

女
子　
組
み
合
わ
せ
表

女
子　
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表
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男子第１部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

１．旭化成 監督　吉 田 優 也
1 5 永 瀬 貴 規 32 181 81 筑 波 大
2 4 尾 原 琢 仁 31 193 125 筑 波 大
3 4 太 田 彪 雅 28 179 130 東 海 大
4 4 中 野 寛 太 25 182 133 天 理 大
5 4 中 村 雄 太 23 185 125 東 海 大
6 4 岡 田 　 陸 24 175 90 国 士 舘 大
7 4 髙 橋 　 翼 24 177 130 国 士 舘 大
３．日本エースサポート 監督　佐 藤 雄 哉

1 4 関 根 聖 隆 26 173 100 筑 波 大
2 3 田 中 航 太 23 177 90 筑 波 大
3 3 多 田 隈 隆 汰 23 181 90 桐蔭横浜大
4 3 木 原 悠 貴 23 176 90 宝塚医療大
5 3 永 田 大 和 22 168 60 筑 波 大
6 3 岸 　 健 太 22 166 66 桐蔭横浜大
7 3 福 田 大 悟 26 164 60 鹿屋体育大
５．京葉ガス 監督　須 藤 紘 司

1 3 神 垣 和 他 26 175 105 明 治 大
2 3 畠 山 竜 弥 26 180 105 山梨学院大
3 3 増 地 遼 汰 朗 24 183 105 東 海 大
4 4 徳 持 英 隼 23 175 95 明 治 大
5 3 中 山 　 康 22 178 105 東 海 大
6 3 長 濱 佑 飛 22 172 95 東 海 大
7 3 押 領 司 龍 星 25 173 95 國 學 院 大
７．パーク２４ 監督　吉 田 秀 彦

1 4 小 原 拳 哉 31 177 81 東 海 大
2 4 北 條 嘉 人 24 165 81 日 本 大
3 3 増 山 香 補 27 180 90 明 治 大
4 4 田 嶋 剛 希 28 172 90 筑 波 大
5 3 松 村 颯 祐 26 180 155 東 海 大
6 4 釘 丸 将 太 29 174 81 国 士 舘 大
7 4 森 　 健 心 24 177 90 明 治 大
９．アドヴィックス 監督　菅 原 健 志

1 3 皆 川 大 記 25 176 110 東 洋 大
2 3 古 場 幸 能 23 180 150 札 幌 大
3 3 石 川 智 啓 26 176 130 東 海 大
4 3 下 田 雄 太 24 180 130 東 海 大
5 3 濵 田 哲 太 22 175 100 日 本 大
6 3 磯 村 亮 太 26 178 100 国 士 舘 大
7
11．ＡＬＳＯＫ 監督　小 橋 秀 規

1 5 香 川 大 吾 29 180 135 東海大大院
2 4 小 嶋 洸 成 24 180 120 日本体育大
3 4 宮 原 崚 汰 27 186 125 東 海 大
4 2 薮 田 優 樹 26 170 100 四日市中央高
5 3 渡 辺 　 曹 27 160 60 山梨学院大
6 3 見 戸 佳 己 25 183 92 日本文理大
7 3 成 松 昭 一 郎 23 166 100 熊本学園大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．セントラル警備保障 監督　金 子 　 傑

1 3 岡 田 達 志 24 171 75 帝京平成大
2 3 原 田 流 似 22 174 75 帝京平成大
3 3 渡 邊 稜 都 27 170 90 国際武道大
4 2 中 野 幸 樹 25 171 83 我孫子二階堂高
5 3 岩 井 　 学 44 183 100 千葉商科大
6
7
４．日本中央競馬会	 監督　石 井 竜 太

1 3 レイズ カヨル 32 183 100 日 本 大
2 3 ベイカー 茉秋 31 178 94 東 海 大
3 5 影 浦 　 心 30 179 115 東 海 大
4 3 一 色 勇 輝 29 186 125 日 本 大
5 4 山 田 伊 織 28 177 115 国 士 舘 大
6 3 東 部 直 希 26 171 120 日 本 大
7 3 三 谷 雄 大 25 180 110 桐蔭横浜大
６．JR九州 監督　久 冨 勝 之

1 3 山 崎 一 秀 23 171 90 日 本 大
2 2 比 嘉 大 翔 24 175 90 福 岡 大
3 3 西 垣 拓 磨 24 175 90 國 學 院 大
4 3 工 藤 樹 希 26 172 90 福 岡 大
5 3 矢 野 大 輝 27 173 73 桐蔭横浜大
6 3 斗 石 凜 太 郎 31 177 90 日本体育大
7
８．センコー 監督　古 田 昌 直

1 4 熊 坂 光 貴 25 180 105 国 士 舘 大
2 3 朝 廣 隆 翔 24 180 105 明 治 大
3 3 中 村 俊 太 23 181 90 國 學 院 大
4 3 中 井 貴 道 22 173 100 中 央 大
5 3 笠 原 勇 馬 22 185 125 国 士 舘 大
6 5 岩 渕 侑 生 32 170 85 国 士 舘 大
7 3 小 田 桐 美 生 23 166 73 国 士 舘 大
10．日本製鉄 監督　齋 藤 　 俊

1 5 小 川 竜 昂 32 183 115 国 士 舘 大
2 3 佐 藤 和 哉 31 181 120 日 本 大
3 3 木 元 拓 人 28 190 130 日 本 大
4 3 鈴 木 太 陽 23 180 115 天 理 大
5 3 平 見 　 陸 23 180 100 天 理 大
6 3 森 田 和 志 24 190 125 東 海 大
7
12．東芝 監督　石 川 正 樹

1 4 平 林 直 矢 28 176 81 東 海 大
2 3 渡 邉 神 威 27 177 90 東 海 大
3 3 瀧 澤 秀 斗 26 180 90 東 海 大
4 4 古 田 直 也 26 174 81 広 島 大
5 3 中 村 悠 太 25 182 100 國 學 院 大
6 2 山 崎 裕 士 郎 24 174 81 関 西 大
7 3 松 坂 章 孝 22 176 90 日 本 大
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男子第２部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

１．パーク２４ 監督　橋 本 壮 市
先鋒 3 光 岡 岳 人 23 170 66 明 治 大
次鋒 3 田 中 裕 大 24 174 73 国 士 舘 大
中堅 3 塚 本 　 綾 26 165 73 日本体育大
副将 3 青 柳 大 虎 26 172 81 日 本 大
大将 3 藤 鷹 裕 大 26 187 100 明 治 大
補欠 3 新 田 朋 哉 22 174 100 天 理 大
補欠 5 髙 藤 直 寿 32 160 60 東 海 大

３．豊田自動織機 監督　石 本 克 泰
先鋒 2 榎 並 弘 征 25 173 81 三 河 高
次鋒 2 橋 口 佳 津 樹 25 180 111 佐賀工業高
中堅 2 梅 津 昇 波 20 178 90 山形工業高
副将 2 木 下 陽 太 19 171 95 大 牟 田 高
大将 2 田 中 喜 一 19 163 60 大 牟 田 高
補欠 2 武 馬 拓 巳 26 174 66 名古屋工業高
補欠 2 諸 岡 大 志 22 178 81 名 張 高

５．慶應柔友会 監督　笹 野 誠 一
先鋒 3 中 沢 嵩 史 31 180 100 慶應義塾大
次鋒 2 新 藤 嘉 樹 33 176 100 慶應義塾大
中堅 2 櫻井湖太郎コリー 23 180 100 慶應義塾大
副将 3 菅 原 将 吾 32 178 81 慶應義塾大
大将 4 小 田 島 重 夫 29 172 100 慶應義塾大
補欠 初 進 士 凱 一 23 175 80 慶應義塾大
補欠

７．センコー 監督　池 野 源 輝
先鋒 3 石 郷 岡 秀 征 28 174 75 筑 波 大
次鋒 3 半 田 　 颯 26 164 68 桐蔭横浜大
中堅 3 梶 原 大 裕 24 178 105 帝京平成大
副将 2 中 島 　 亮 23 183 150 上 武 大
大将 4 三 谷 　 大 26 172 78 国 士 舘 大
補欠 3 田 中 　 祥 25 164 68 國 學 院 大
補欠 3 岩 﨑 雄 大 23 185 105 中 央 大

９．日本通運A 監督　大 熊 将 史
先鋒 3 中 村 洸 登 26 172 81 天 理 大
次鋒 3 菊 川 歩 睦 23 178 90 天 理 大
中堅 3 木 村 亮 太 24 178 90 帝 京 大
副将 3 影 浦  力 26 172 81 東 海 大
大将 3 吉 井 拓 実 26 174 100 東 洋 大
補欠 3 戸 﨑 碧 海 29 178 90 桐蔭横浜大
補欠 3 長 谷 川  雷 29 168 66 筑 波 大

11．東レ滋賀	 監督　沼 田 康 弘
先鋒 初 茶 圓 純 大 19 175 73 佐 賀 北 高
次鋒 3 丹 波 弘 太 郎 24 180 81 同 志 社 大
中堅 3 酒 井 晃 輝 24 185 115 天 理 大
副将 2 椛 島 亮 満 18 180 120 佐賀北陵高
大将 3 松 原 咲 人 22 170 73 明 治 大
補欠 3 本 田 祥 万 23 175 73 天 理 大
補欠 3 北 川 侑 瑚 24 175 90 東 海 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．戸髙鉱業社 監督　出 口 嘉 之

先鋒 2 長 澤 　 樹 23 170 100 日本文理大
次鋒 3 山 田 結 太 22 178 90 日本文理大
中堅 2 村 田 大 起 22 171 105 杵 築 高
副将 2 佐 藤 周 也 22 168 73 延岡学園高
大将 3 磯 崎 滉 太 23 175 120 日本文理大
補欠 初 小 仲 遼 太 郎 28 165 85 国 東 高
補欠 2 久 保 純 獅 18 165 81 杵 築 高

４．ダイコロ	 監督　吉 薗 勇 太
先鋒 初 コーリ ヌグラハ 26 174 76 ビ ヌ ス 大
次鋒 3 一 ノ 瀬 大 暉 32 167 90 近 畿 大
中堅 2 清 政 真 人 27 162 68 神戸国際大附属高
副将 初 案 浦 小 虎 20 172 81 東 福 岡 高
大将 3 中 野 翔 太 23 170 100 岡山商科大
補欠 5 吉 薗 勇 太 40 172 80 創 価 大
補欠

６．東芝 監督　中 山 　 修
先鋒 5 乙 津 瑞 希 36 176 95 桐蔭横浜大
次鋒 2 鈴 木 颯 太 郎 24 174 73 帝京科学大
中堅 3 池 上 拳 伸 23 176 100 関西学院大
副将 3 岡 山 岳 人 24 174 73 桐蔭横浜大
大将 3 仲 　 南 央 斗 24 171 100 帝京科学大
補欠
補欠

８．AKJOB 監督　野 田 嘉 明
先鋒 4 辻 　 玄 太 40 190 120 日 本 大
次鋒 6 出 口 雄 樹 40 185 100 天 理 大
中堅 初 内 田 功 太 郎 26 180 95 日 本 大
副将 5 小 林 督 之 35 181 100 天 理 大
大将 4 田 中 貴 大 40 183 95 明 治 大
補欠
補欠

10．大阪ガス 監督　松 本 邦 彦
先鋒 初 小 山 敬 生 24 173 81 神戸市立科学技術高
次鋒 4 磯 川 章 磨 36 178 100 岐阜工業高等専
中堅 3 山 本 颯 太 郎 23 182 110 国 士 舘 大
副将 初 辻 本 智 大 24 177 100 神戸市立科学技術高
大将 2 若 林 誠 人 23 182 150 履 正 社 高
補欠 2 吉 田 尚 郁 32 171 70 豊岡総合高
補欠

12．旭化成 監督　王子谷剛志
先鋒 4 千 野 根 有 我 25 186 130 筑 波 大
次鋒 3 笹 谷 　 健 27 181 90 東 海 大
中堅 3 羽 田 野 竜 輝 26 180 120 明 治 大
副将 3 石 本 慎 太 郎 23 178 100 東 海 大
大将 3 後 藤 龍 真 27 182 100 東 海 大
補欠 4 中 西 一 生 25 178 90 国 士 舘 大
補欠 3 海 堀 陽 弥 23 173 90 日本体育大
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男子第２部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

13．トヨタ自動車 監督　上 原 貴 志
先鋒 3 萩 田 兼 市 22 165 65 日本体育大
次鋒 3 菊 池 駿 星 23 182 90 東 海 大
中堅 2 松 宮 聖 樹 23 167 90 星 城 高
副将 3 徳 田 憲 政 19 172 73 大 成 高
大将 2 橋 本 弥 勇 汰 25 164 72 星 城 高
補欠 初 山 室 　 航 26 171 81 鹿 本 高
補欠 2 石 原 悠 翔 18 176 81 星 城 高

15．日本製鉄 監督　齋 藤 　 俊
先鋒 2 小島アントニー 22 183 138 国 士 舘 大
次鋒 3 戸 田 将 太 26 176 90 甲 南 大
中堅 3 石 田 幸 伸 24 173 81 天 理 大
副将 3 山 元 隆 一 24 175 120 日 本 大
大将 3 石 村 健 真 24 189 125 日 本 大
補欠 3 濵 﨑 龍 真 22 180 132 日 本 大
補欠 3 田 中 源 大 30 180 125 明 治 大

17．松波総合病院 監督　松 井 陽 子
先鋒 2 横 尾 龍 也 23 170 66 天 理 大
次鋒 3 長 谷 晃 希 25 168 66 中 京 大 院
中堅 2 森 　 慎 乃 介 21 172 66 桐蔭学園高
副将 3 藤 井 光 一 27 171 93 創 価 大
大将 3 岸 良 武 輝 23 167 85 創 価 大
補欠 3 中 束 龍 人 23 178 106 創 価 大
補欠 3 柴 原 　 健 32 187 110 滋賀医科大

19．日本通運B 監督　大 熊 将 史
先鋒 3 竹 下 　 徹 25 173 73 中 央 大
次鋒 3 藤 井 建 心 22 176 90 法 政 大
中堅 4 衛 藤 力 也 27 178 81 皇 學 館 大
副将 3 佐々木光太朗 25 170 73 法 政 大
大将 3 玉 置 　 玉 29 178 90 山梨学院大
補欠 3 臼 倉 汐 斗 23 178 100 流通経済大
補欠 3 高 野 敦 弥 29 173 73 東 海 大

21．九州電力 監督　山 本 泰 三
先鋒 3 金 子 竜 士 22 177 90 東 海 大
次鋒 3 安 部 光 太 25 178 90 東 海 大
中堅 3 飯 田 竜 生 25 175 75 慶應義塾大
副将 3 桑 原 悠 吾 22 175 100 筑 波 大
大将 3 中 島 瑞 貴 23 170 70 早 稲 田 大
補欠 2 中 島 　 淳 26 165 66 鳥栖工業高
補欠 4 七 戸 　 虎 36 190 110 福 岡 大

23．安川電機 監督　岡 野 直 樹
先鋒 3 篠 原 泰 斗 25 175 85 東 洋 大
次鋒 3 小 澤 陸 斗 22 180 90 東 洋 大
中堅 3 手 嶋 柾 明 30 183 130 福 岡 大
副将 3 野 口 祐 弥 30 182 125 鹿屋体育大
大将 4 中 野 隆 成 31 178 105 北九州市立大
補欠 2 平 﨑 省 吾 29 178 105 鹿屋体育大
補欠 2 井 筒 淳 人 29 168 70 八幡工業高

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
14．クラフティア 監督　中 島 大 勝

先鋒 2 荒 木 慎 吾 20 166 75 鳥 栖 高
次鋒 初 久 保 田 勇 人 21 173 75 鹿児島情報高
中堅 2 杉 田 悠 之 介 21 173 85 鹿児島情報高
副将 初 岩 坪 翔 輝 25 173 73 鹿児島情報高
大将 2 紫 垣 将 悟 34 170 85 開 新 高
補欠 3 畑 中 勝 尋 35 180 85 同 志 社 大
補欠

16．リンクスタッフグループ 監督　髙 田 裕 也
先鋒 3 幸 田 州 世 27 173 73 帝京科学大
次鋒 3 桒 田 真 雄 24 186 115 近 畿 大
中堅 5 原 田 健 士 27 175 73 日本体育大
副将 3 幸 田 　 朗 23 171 66 帝京科学大
大将 2 大 搗 弘 晟 22 175 73 國 學 院 大
補欠 3 大 塚 遥 人 23 170 73 國 學 院 大
補欠 2 住 谷 　 蓮 23 168 66 日 本 大

18．アドヴィックス 監督　菅 原 健 志
先鋒 4 田 中 大 勝 29 177 100 早 稲 田 大
次鋒 3 三 村 暁 之 30 175 100 明 治 大
中堅 3 田 中 太 基 28 167 81 天 理 大
副将 3 古 川 裕 熙 29 188 140 天 理 大
大将 4 木 戸 清 孝 30 163 66 天 理 大
補欠 3 杉 浦 冬 唯 26 169 66 愛 知 大
補欠

20．日本製鉄大分 監督　竹 本 五 成
先鋒 2 中 西 洋 貴 21 170 75 鶴崎工業高
次鋒 初 上 原 翔 希 26 173 80 高 田 高
中堅 2 竹 根 佳 風 29 175 85 中 津 東 高
副将 2 石 原 幹 大 22 185 140 日本文理大
大将 2 佐 藤 翔 太 23 183 120 柳 ヶ 浦 高
補欠 2 久 保 康 祐 21 170 73 杵 築 高
補欠 2 井 上 元 太 20 170 80 大分工業高

22．三菱重工名古屋 監督　齋 藤 利 輝
先鋒 2 髙 垣 　 魁 21 180 81 大 牟 田 高
次鋒 初 山 本 豪 希 28 170 81 鎮 西 高
中堅 3 柿 山 龍 之 介 25 166 66 中京学院大中京高
副将 3 加 藤 陸 人 23 170 81 国際武道大
大将 2 森 　 悠 弥 35 175 100 鎮 西 高
補欠 3 齋 藤 利 輝 35 165 75 鎮 西 高
補欠 2 中 村 翔 平 35 176 85 八幡工業高

男
子
第
２
部　
選
手
名
簿

−31−





男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

１．アドヴィックス 監督　菅 原 健 志
先鋒 5 菅 原 健 志 35 179 100 明 治 大
次鋒 5 前 田 崚 登 31 175 100 東 洋 大
中堅 3 小 野 大 樹 32 165 65 明 治 大
副将 2 田 中 力 也 31 175 100 大 牟 田 高
大将 5 近 藤 将 太 郎 34 178 100 関西学院大
補欠 4 圓 山 泰 雄 32 169 66 愛 知 大
補欠

３．東レ名古屋 監督　寺 島 強 一
先鋒 初 長 尾 賢 志 郎 31 167 70 北 陵 高
次鋒 2 小 寺 圭 祐 30 168 70 四日市中央工業高
中堅 初 竹 内 秋 翔 20 175 95 名城大附属高
副将 2 日 紫 喜 裕 貴 36 169 80 四日市中央工業高
大将 初 三 浦 純 弥 21 171 75 四日市中央工業高
補欠 3 新 井 滉 耀 29 185 100 天 理 大
補欠

５．創柔会柔道クラブ 監督　石 橋 清 二
先鋒 2 佐 藤 貴 博 24 167 66 名 城 大
次鋒 2 丹 　 迅 人 23 173 85 創 価 大
中堅 3 海 野 隆 輝 24 165 66 宮崎産業経営大
副将 2 児 嶋 十 希 亜 23 172 90 創 価 大
大将 初 福 永 雄 二 郎 23 168 80 宮 崎 大
補欠
補欠

７．大森クラブ 監督　下 田 敬 子
先鋒 3 平 良 賢 人 33 170 140 日 本 大
次鋒 3 下 田 一 輝 32 170 100 法 政 大
中堅 4 佐 藤 孔 亮 30 174 122 法 政 大
副将 2 比 嘉 竜 希 29 176 93 沖縄尚学高
大将 3 徳 丸 佑 真 32 175 118 法 政 大
補欠 初 堀内ジュンジ 24 177 88 静岡産業大
補欠 2 下 田 英 樹 28 164 124 中 京 大

９．京都医健専門学校 監督　湊 谷 知 幹
先鋒 2 松 尾 　 遥 21 165 62 京都府立桃山高
次鋒 2 稲 本 裕 太 18 180 70 滋賀県立能登川高
中堅 3 中 川 鳳 太 22 177 121 びわこ成蹊スポーツ大
副将 初 橋 本 郁 弥 19 175 77 京都府立桂高
大将 初 河 原 潤 太 朗 19 173 83 滋賀県立湖南農業高
補欠 初 蒲 生 真 之 介 19 172 68 京都府立城陽高
補欠

11．山形市役所 監督　古 内 和 彦
先鋒 2 山 川 壮 太 21 168 70 東海大山形高
次鋒 3 笹 原 静 也 30 168 70 山形工業高
中堅 2 加 藤 尚 輝 31 174 74 東 海 大
副将 2 小 林 夢 人 21 167 78 東海大山形高
大将 2 武 田 佳 悟 23 172 68 仙 台 大
補欠 4 高 橋 英 樹 46 184 110 中 央 大
補欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．宮崎県警察警察署OBチーム 監督　猪俣省一郎

先鋒 5 田 原 知 明 34 168 75 徳 山 大
次鋒 5 田 中 慎 郎 42 180 100 大阪体育大
中堅 3 石 山 稔 幸 23 165 70 佐久長聖高
副将 4 児 玉 貢 輔 29 170 105 明 治 大
大将 6 猪 俣 省 一 郎 41 180 95 松 山 大
補欠
補欠

４．センコー柔道クラブ 監督　池 野 源 輝
先鋒 3 河 野 　 傳 26 175 80 金沢学院大
次鋒 3 福 島 大 樹 30 170 75 天 理 大
中堅 3 宮 﨑 楓 梧 25 170 100 帝京科学大
副将 3 金 田 公 汰 25 175 85 帝京科学大
大将 3 石 本 光 樹 38 182 105 東 洋 大
補欠 4 長 倉 友 樹 33 177 90 筑 波 大
補欠 3 田 中 英 二 朗 28 180 85 筑 波 大

６．ユニバーサル柔道アカデミー島根 監督　飯 塚 　 守
先鋒 2 田 原 志 雄 25 175 85 福 岡 大
次鋒 5 石 飛 　 祐 35 168 72 岡山商科大
中堅 3 飯 塚 　 佑 34 167 79 了 徳 寺 大
副将 2 青 山 　 準 31 170 85 平 田 高
大将 3 渡 邊 優 樹 35 167 93 出 雲 西 高
補欠 2 青 山 　 広 32 180 81 岡山商科大
補欠 4 石 飛 凛 太 郎 31 166 70 岡山商科大

８．氣樂道場 監督　奈 須 　 博
先鋒 初 兼 崎 　 光 31 173 80 立 命 館 大
次鋒 3 家 元 　 歩 31 172 80 近 畿 大
中堅 3 沖 田 奨 弥 25 173 120 天 理 大
副将 2 角 野 莉 欧 32 178 100 清 風 高
大将 2 福 井 栄 治 30 168 80 金沢学院大
補欠 初 平 賀 　 煌 20 170 130 大阪商業大附属高
補欠 2 上 松 圭 介 30 180 100 東 亜 大

10．セントラル警備保障B 監督　金 子 　 傑
先鋒 2 佐 々 木 　 亮 39 168 90 東日本国債大
次鋒 3 菊 地 　 聖 29 170 100 上 武 大
中堅 3 菊 地 　 烈 25 171 73 上 武 大
副将 3 須 賀 皓 成 29 177 140 関東学園大
大将 2 國 分 一 星 20 170 100 市立船橋高
補欠
補欠

12．たいよう保育園 監督　仲 島 大 勝
先鋒 2 立 川 　 新 28 170 66 東 海 大
次鋒 3 仲 島 聖 悟 26 163 66 早 稲 田 大
中堅 3 安 藤 健 志 24 175 81 早 稲 田 大
副将 3 河 内 優 斗 27 176 115 東 海 大
大将 3 宗 村 政 輝 29 182 120 東 海 大
補欠 3 仲 島 拓 志 30 170 81 九州短期大
補欠
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男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

13．ジャパンエレベーターサービスB 監督　井 上 智 和
先鋒 3 福 田 大 和 22 168 66 東 海 大
次鋒 3 市 川 晃 次 郎 24 174 73 東 海 大
中堅 2 朝 飛 太 陽 23 175 73 東 海 大
副将 3 羽 田 野 啓 太 23 170 66 國 學 院 大
大将 4 田 中 龍 馬 24 166 66 筑 波 大
補欠 3 関 本 賢 太 23 165 60 明 治 大
補欠 4 中 村 太 樹 23 160 60 国 士 舘 大

15．東京海上日動 監督　伊 東 　 健
先鋒 2 橋 本 虎 弥 22 168 73 早 稲 田 大
次鋒 2 髙 　 圭 佑 24 174 73 慶應義塾大
中堅 3 長 谷 川 大 翔 22 170 81 立 教 大
副将 3 篠 原 弘 貴 27 170 90 慶應義塾大
大将 3 中 田 達 也 28 177 100 大阪市立大
補欠 3 井 上 頌 悠 30 178 81 慶應義塾大
補欠 3 山 根 大 輝 31 175 73 慶應義塾大

17．東海げんき整骨院クラブ 監督　小 林 幹 佳
先鋒 3 山 本 達 彦 28 163 60 東 海 大 院
次鋒 3 森 田 貴 文 30 170 78 東 海 大 院
中堅 3 近 森 聖 悟 23 170 120 東 海 大
副将 3 長 谷 川 稔 伸 26 166 73 東 海 大 院
大将 3 川 口 桜 次 郎 25 167 73 東 海 大
補欠 5 小 林 幹 佳 40 180 100 京都産業大
補欠

19．シダックス柔道倶楽部 監督　佐 藤 陽 介
先鋒 初 関 口 光 太 郎 23 173 73 東海大諏訪高
次鋒 3 久 保 麗 央 24 173 73 東京リゾート＆スポーツ専
中堅 3 砂 川 　 翼 38 173 81 大 阪 市 立 大 院
副将 5 武 智 健 太 31 176 73 京 都 大 院
大将 4 森 岡 祥 彬 35 172 95 京 都 大
補欠 6 佐 藤 陽 介 43 174 85 筑 波 大 院
補欠 5 武 智 伊 知 郎 68 173 78 明 治 大

21．天理大クラブ 監督　武 知 道 和
先鋒 3 樋 笠 将 太 22 180 100 天 理 大
次鋒 4 福 田 敬 士 36 170 70 天 理 大
中堅 4 齋 藤 　 涼 38 176 85 天 理 大
副将 6 穴 井 隆 将 41 187 95 天 理 大
大将 5 今 西 巧 也 40 169 86 天 理 大
補欠 4 武 知 道 和 44 161 58 天 理 大
補欠 3 大 川 吾 朗 44 175 90 天 理 大

23．大神工業クラブ 監督　廣 井 克 匡
先鋒 3 市 川 龍 之 介 26 172 60 東 海 大
次鋒 初 楠 　 歩 夢 29 167 75 桃山学院大
中堅 2 廣 井 克 匡 28 168 80 関 西 大
副将 3 千 野 根 奨 起 27 181 88 中 京 大
大将 3 山 本 一 真 27 171 85 天 理 大
補欠
補欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
14．宮崎県警察 監督　大 畑 侑 介

先鋒 3 染 矢 兼 玖 24 166 90 日 本 大
次鋒 4 海 老 原 康 士 26 164 67 帝 京 大
中堅 4 小 原 龍 太 郎 24 168 80 天 理 大
副将 4 矢 野 誠 登 27 175 90 岡山商科大
大将 5 長 友 幹 斉 31 163 115 天 理 大
補欠 5 杉 田 竜 一 35 181 100 國 學 院 大
補欠 5 山 平 隆 太 173 90 天 理 大

16．京葉ガス 監督　須 藤 紘 司
先鋒 3 福 岡 克 仁 29 176 78 日 本 大
次鋒 3 野 々 内 悠 真 30 178 95 明 治 大
中堅 5 神 谷 　 快 31 172 128 筑 波 大
副将 3 髙 橋 佑 人 27 183 105 日 本 大
大将 3 篠 崎 忠 史 28 172 95 日 本 大
補欠 4 岩 渕 晃 大 27 175 95 国 士 舘 大
補欠

18．羽田タートルサービス 監督　中村裕次郎
先鋒 3 塩 澤 忠 沖 24 178 90 法 政 大
次鋒 3 渋 谷 　 蓮 34 178 90 日 本 大
中堅 3 佐 井 川 陽 舜 24 178 90 法 政 大
副将 3 平 井 亮 輔 34 180 103 東 海 大
大将 3 日 野 敬 史 24 172 75 法 政 大
補欠 2 川 邊 智 士 22 173 100 千葉商大付属高
補欠

20．日本製鉄室蘭 監督　守 屋 幸 裕
先鋒 2 原 　 祐 介 25 166 90 北海道栄高
次鋒 2 守 屋 裕 史 21 173 85 室蘭工業高
中堅 3 高 橋 　 輝 25 178 88 道 都 大
副将 3 木 下 　 昌 27 175 85 函館工業高
大将 4 鎌 田 魁 翔 30 170 82 山梨学院大
補欠 2 佐 藤 友 哉 20 172 100 室蘭工業高
補欠 5 守 屋 幸 裕 46 182 110 道 都 大

22．東洋水産 監督　橋 場 和 大
先鋒 3 清 水 翔 馬 23 171 80 東 洋 大
次鋒 3 小 竹 　 守 25 175 100 中 央 大
中堅 3 長 谷 川 　 碧 25 175 120 中 央 大
副将 3 白 井 椋 也 31 175 90 東 洋 大
大将 3 藤 井 孝 多 22 173 80 東 海 大
補欠 初 谷 川 慎 吾 21 183 88 香椎工業高
補欠

24．I H I 監督　荒 　 一 晴
先鋒 2 田 村 俊 樹 35 178 100 小高工業高
次鋒 2 小 松 隆 暉 19 170 73 相馬農業高
中堅 2 沼 尾 　 勉 34 178 73 相 馬 東 高
副将 3 鈴 木 大 周 28 165 60 相 馬 東 高
大将 5 荒 　 一 晴 49 165 100 帝 京 大
補欠 2 田 代 寿 美 29 178 90 相馬農業高
補欠
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男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

25．アーバンセキュリティ 監督　佐 藤 光 明
先鋒 3 向 井 邦 宏 34 176 140 びわこ成蹊スポーツ大
次鋒 3 二 瓶 俊 樹 35 176 100 道 都 大
中堅 3 老 川 和 將 35 165 70 千葉商科大付属高
副将 3 田 村 達 明 44 163 90 秋田経済法科大
大将 3 佐 藤 光 明 47 178 80 日 本 大
補欠
補欠

27．1129COMPANY 監督　横 山 喬 之
先鋒 初 笹 原 　 翔 18 156 60 隼人工業高
次鋒 4 宮 之 原 誠 也 30 163 65 国 士 舘 大
中堅 3 川 端 　 龍 36 166 64 国 士 舘 大
副将 初 老 谷 　 玖 18 177 73 隼人工業高
大将 無 隈 本 恭 士 郎 18 167 55 隼人工業高
補欠
補欠

29．ヴァンガードスミス 監督　伊 藤 隆 一
先鋒 2 森 　 勇 人 35 176 96 福 岡 大
次鋒 6 三 宅 浩 之 42 173 85 立 命 館 大
中堅 2 酒 井 勇 人 38 178 73 帝 京 大
副将 4 須 佐 美 亮 太 36 179 115 拓 殖 大
大将 5 德 丸 慶 太 39 168 78 桐蔭横浜大
補欠 3 田 中 慶 太 45 175 80 小樽商科大
補欠

31．クラレ岡山 監督　渡 邉 竜 一
先鋒 2 山 下 力 也 22 158 68 岡山商科大
次鋒 2 渡 邉 竜 一 38 174 73 倉敷工業高
中堅 初 城 戸 勇 太 36 176 100 東岡山工業高
副将 初 山 下 優 弥 24 173 66 水島工業高
大将 初 矢 部 雅 和 37 166 88 倉敷工業高
補欠
補欠

33．もも太郎 監督　小 川 玲 人
先鋒 3 新 島 毅 之 32 167 88 明 治 大
次鋒 3 渡 辺 健 斗 26 171 70 九州共立大
中堅 2 黒 原 大 輔 29 179 135 延岡学園高
副将 2 矢 野 稜 人 26 169 101 宮崎工業高
大将 2 渡 辺 悠 馬 31 180 110 延岡学園高
補欠 2 小 川 玲 人 40 175 108 野 津 高
補欠

35．球磨柔道クラブ 監督　武 田 臣 悟
先鋒 3 尾 方 浩 希 24 176 90 東海大九州キャンパス大
次鋒 2 末 永 歩 也 26 168 75 九州産業大
中堅 2 萩 原 麻 陽 26 174 110 鹿屋体育大
副将 2 宮 原 麗 心 22 175 100 東海大九州キャンパス大
大将 初 萩 原 大 登 22 173 75 東海大九州キャンパス大
補欠 3 小 野 将 知 32 168 70 清 和 大
補欠 2 中 礼 友 志 23 165 80 鹿児島情報高

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
26．JR九州 監督　久 冨 勝 之

先鋒 3 祝 　 貴 之 30 170 90 福 岡 大
次鋒 3 弓 削 凜 月 26 165 90 日本体育大
中堅 3 久 保 田 皓 晴 25 172 100 中 央 大
副将 3 糸 瀬 大 輝 24 171 95 国 士 舘 大
大将 3 沖 　 颯 太 22 179 128 福 岡 大
補欠 3 東 　 幸 尚 31 173 90 九州産業大
補欠

28．AKJOB 監督　野 田 嘉 明
先鋒 4 前 野 将 吾 37 165 73 東 海 大
次鋒 5 上 杉 亮 太 36 180 150 国 士 舘 大
中堅 4 土 屋 　 潤 34 190 110 中 央 大
副将 5 小 林 悠 輔 32 175 95 筑 波 大
大将 4 穴 井 航 史 35 176 90 東 海 大
補欠 3 海 老 泰 博 38 172 81 東 海 大
補欠 3 青 木 雅 道 30 176 90 日 本 大

30．ＪＦＥスチール 監督　川 北 周 平
先鋒 3 笹 間 幸 成 25 173 81 流通経済大
次鋒 初 松 岡 拓 哉 26 178 90 北海道栄高
中堅 初 ボビエル純貴 31 180 115 国際武道大
副将 2 多 喜 谷 孟 司 22 173 112 清 和 大
大将 2 木 村 龍 央 22 180 140 清 和 大
補欠 3 別 所 晃 己 29 170 75 札 幌 大
補欠

32．ジャパンエレベーターサービスA 監督　井 上 智 和
先鋒 4 竹 市 大 祐 24 170 81 国 士 舘 大
次鋒 3 向 井 球 真 23 177 100 天 理 大
中堅 4 斉本　研　アレクサンドル 25 180 100 國 學 院 大
副将 3 入 来 巨 助 22 182 120 筑 波 大
大将 3 菅 原 光 輝 24 183 100 東 海 大
補欠 3 吉 田 　 岳 25 170 66 東 海 大
補欠

34．ミナミ 監督　戸 澤 敏 之
先鋒 2 黒 澤 　 要 21 160 66 角 館 高
次鋒 2 黒 澤 稔 治 29 180 90 角 館 高
中堅 2 後 藤 善 春 24 175 65 大曲農業高
副将 2 大 槻 寿 彰 32 175 97 大曲農業高
大将 2 今 氏 敬 甫 32 175 90 尚美学園大
補欠 3 黒 澤 　 翔 23 175 150 秋 田 大
補欠 2 鈴 木 　 駿 31 178 88 角 館 高

36．東日本旅客鉄道 監督　西 田 清 二
先鋒 3 荒 井 俊 貴 27 170 75 拓 殖 大
次鋒 4 角 田 裕 祐 32 175 90 慶應義塾大
中堅 3 中 藤 　 誠 23 188 110 明 治 大
副将 3 髙 木 一 石 26 183 120 筑 波 大
大将 3 近 藤 駿 介 26 174 75 筑 波 大
補欠 2 笹 島 　 遼 29 182 100 埼 玉 大
補欠
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男子第３部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

37．KOTOKU・JUDO・CLUB 監督　釡 石 康 太
先鋒 3 津 嘉 山 　 稔 24 163 75 国 士 舘 大
次鋒 3 景 山 虹 希 22 175 83 天 理 大
中堅 3 秋 田 　 滴 29 180 170 大阪体育大
副将 3 平 下 麟 太 郎 26 180 120 東 海 大
大将 2 砂 田 将 吾 28 174 100 大阪体育大
補欠
補欠

39．陸上自衛隊第1空挺団 監督　吉 岡 博 之
先鋒 3 三 宅 隆 洋 35 172 81 東 海 大
次鋒 初 辻 　 颯 斗 25 183 90 羽 黒 高
中堅 3 伊 藤 祐 介 29 176 90 東 海 大
副将 3 水 野 力 斗 24 176 81 国際武道大
大将 2 池 田 智 哉 23 168 81 習 志 野 高
補欠 2 岡 　 幸 佑 28 176 81 清 和 大
補欠 2 長 谷 川 一 輝 32 161 66 市立船橋高

41．セントラル警備保障A 監督　金 子 　 傑
先鋒 2 三 崎 甲 斐 23 170 80 大 正 大
次鋒 2 齋 藤 喜 信 26 180 100 上 武 大
中堅 3 中 田 啓 吾 26 177 100 山梨学院大
副将 2 遠 藤 尚 弥 29 173 80 仙 台 大
大将 2 浅 居 充 洋 25 178 100 帝京平成大
補欠
補欠

43．栗田産業 監督　栗 田 徳 光
先鋒 4 石 岡 裕 樹 29 175 95 帝京科学大
次鋒 4 栗 田 侑 宣 38 180 110 拓 殖 大 院
中堅 3 夏 目 湧 太 25 175 85 筑 波 大
副将 3 若 杉 文 太 28 190 120 拓 殖 大
大将 2 木 部 新 太 郎 22 170 120 島田樟誠高
補欠 2 平 野 莞 汰 25 173 95 愛知学院大
補欠 4 大 木 恭 介 33 175 65 帝京科学大

45．パーク２４ 監督　海老沼　聖
先鋒 4 島 田 隆 志 郎 28 170 81 國 學 院 大
次鋒 3 渕 原 槙 一 31 180 90 日本体育大
中堅 3 吉 井 　 健 36 177 90 明 治 大
副将 3 伊 藤 好 信 29 182 90 東 海 大
大将 6 中 井 貴 裕 35 175 81 流通経済大
補欠 3 渡 邊 智 斗 35 189 140 明 治 大
補欠 4 小 林 雅 司 37 176 100 日本体育大

47．日本製鉄　本社 監督　岩 本 英 樹
先鋒 初 森 本 敢 介 25 177 90 一 橋 大
次鋒 3 弓 矢 健 奨 25 169 75 日 本 大
中堅 2 萩 元 鉄 兵 29 169 75 明 治 大
副将 2 諏 訪 部 　 仁 27 176 76 一 橋 大
大将 2 布 施 智 章 28 181 90 東 北 大
補欠 2 門 馬 友 規 24 170 80 東 北 大
補欠 4 是 松 辰 輔 55 175 90 日 本 大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
38．セコム上信越 監督　高 橋 重 男

先鋒 3 延 命 辰 基 26 166 66 白 鷗 大
次鋒 3 亀 井 大 志 朗 23 175 90 勢多農林高
中堅 2 小 島 耀 介 19 165 66 前橋育英高
副将 2 武 井 大 翔 19 173 75 前橋育英高
大将 2 大 嶋 耕 平 19 166 66 前橋育英高
補欠 3 椿 井 明 彦 45 170 73 上 武 大
補欠 3 松 原 颯 樹 24 180 80 前橋商業高

40．肥後銀行 監督　笠　巳佐男
先鋒 3 木 部 裕 文 41 167 72 帝 京 大
次鋒 初 坂 本 　 航 29 175 78 熊本学園大
中堅 2 平 本 龍 三 37 168 78 同 志 社 大
副将 2 米 村 直 純 32 170 125 同 志 社 大
大将 3 田 中 愛 斗 22 168 90 明 治 大
補欠
補欠

42．日体柔友会 監督　田 辺 　 勝
先鋒 3 三 木 賢 人 23 169 73 日本体育大
次鋒 4 片 山 航 希 26 169 81 日本体育大
中堅 4 浦 　 虎 太 郎 27 178 81 日本体育大
副将 4 大 吉 　 賢 27 175 81 日本体育大
大将 3 菅 原 幸 大 25 182 81 日本体育大
補欠 3 山 城 和 也 24 175 85 日本体育大
補欠

44．建装工業 監督　野 口 　 修
先鋒 2 小 西 雄 大 23 177 81 岡山商科大
次鋒 2 糸 原 　 陸 22 166 73 日本文理大
中堅 初 古 川 竜 聖 23 170 81 中 京 大
副将 2 横 田 　 龍 22 166 81 日本文理大
大将 3 宮 元 琉 輝 22 170 73 第一工科大
補欠 3 巽 　 貴 大 24 170 90 岡山商科大
補欠 3 大 野 翔 太 23 177 90 星槎道都大

46．吉川工業 監督　佐 藤 瑠 香
先鋒 3 西 岡 昂 平 25 168 80 福井工業大
次鋒 2 内 田 　 雄 29 170 115 九州国際大
中堅 2 堀 添 龍 覇 19 154 67 明 桜 館 高
副将 2 今 泉 隼 人 28 175 135 日本文理大
大将 3 木 村 颯 太 26 174 78 清 和 大
補欠 2 鈴 木 田 晴 希 20 172 79 東筑紫学園高
補欠 初 阿 部 翔 也 19 168 111 鶴崎工業高

48．笑顔道整骨院グループ 監督　高 橋 光 生  
先鋒 初 石 井 祐 次 郎 23 175 95 神奈川柔整鍼灸専
次鋒 初 川 内 崇 寛 31 182 80 こころ医療福祉専
中堅 初 日 向 俊 裕 30 184 80 日本体育大
副将 2 井 田 佑 二 郎 32 165 68 明治国際医療大
大将 初 日 置 智 也 23 167 110 岐阜保険大医療専
補欠 2 大 宮 功 周 28 176 80 関東柔道整復専
補欠
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女子第１部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

１．三井住友海上火災保険 監督　矢 嵜 雄 大

57
㎏
以
下

4 玉 置 　 桃 31 162 57 藤村女子高

4 藤 城 　 心 24 159 56 富士学苑高

4 武 田 優 香 25 151 57 龍 谷 大

70
㎏
以
下

4 舟 久 保 遥 香 27 162 60 富士学苑高

4 溝 口 　 葵 23 165 70 龍 谷 大

2 吉 田 日 和 22 163 68 仙 台 大
無
差
別

3 大 森 恵 花 22 174 78 早 稲 田 大

2 橋 口 茉 央 22 160 92 東 海 大
３．自衛隊体育学校 監督　酒 井 英 幸

57
㎏
以
下

4 坪 根 菜 々 子 26 156 52 福 岡 大

3 吉 田 優 奈 23 154 52 桐蔭横浜大

3 瀬 戸 口 南 美 23 156 48 山梨学院大

70
㎏
以
下

4 磯 田 夏 帆 29 159 63 龍 谷 大

2 河 内 理 純 25 161 63 天 理 大

無
差
別

3 瀬 戸 美 咲 22 175 98 山梨学院大

５．JR東日本 監督　福 見 友 子

57
㎏
以
下

3 香 川 瑞 希 27 158 57 東 海 大

3 大 森 朱 莉 23 160 57 帝 京 大

2 大 野 萌 亜 22 171 57 福 岡 大

70
㎏
以
下

5 田 中 志 歩 27 171 70 環太平洋大

4 寺 田 宇 多 菜 27 164 70 桐蔭横浜大

3 小 齊 穂 奈 美 23 161 63 福 岡 大
無
差
別

4 長 谷 川 瑞 紀 25 170 78 近 畿 大

3 森 　 心 晴 23 168 78 山梨学院大

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．コマツ 監督　吉 元 幸 洋

57
㎏
以
下

3 込 山 未 菜 24 163 57 東 海 大

3 川 田 歩 実 23 159 57 東 海 大

3 白 石 　 響 25 155 52 環太平洋大

70
㎏
以
下

4 西 願 寺 里 保 27 174 70 淑 徳 高

3 杵 淵 　 萌 27 167 63 東 海 大

3 檀 野 芽 紅 25 160 63 龍 谷 大
無
差
別

4 泉 　 真 生 29 172 78 山梨学院大

3 米 川 明 穂 24 166 98 筑 波 大
４．センコー 監督　小 池 雅 彦

57
㎏
以
下

4 向 江 紗 良 30 157 57 淑 徳 大

3 山 北 朱 莉 24 158 52 桐蔭横浜大

3 三 谷 　 桜 24 158 57 帝 京 大

70
㎏
以
下

3 勝 部 　 桃 25 160 70 龍 谷 大

3 小 野 華 菜 恵 30 158 70 早 稲 田 大

3 矢 澤 愛 理 22 161 70 東 海 大
無
差
別

3 平 野 友 萌 23 170 78 筑 波 大

3 宇 田 川 　 幸 26 165 78 国 士 舘 大
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女子第２部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

１．JR九州 監督　只野真梨枝

57㎏以下 3 西 尾 果 連 25 157 57 山梨学院大

70㎏以下 3 大 本 真 琴 23 161 70 龍 谷 大

無差別 2 丸 山 み か の 23 168 86 帝 京 大

補　欠 3 中 村 愛 香 莉 25 156 52 国 士 舘 大

補　欠 3 西 川 み は る 24 159 57 帝 京 大

３．KJC 監督　上 野 弦 矢

57㎏以下 3 佐 藤 暖 心 23 154 57 東京学芸大

70㎏以下 3 俊 　 百 々 香 23 163 70 東京学芸大

無差別 3 川 原 愛 子 23 166 70 東京学芸大

補　欠 3 川 添 花 菜 23 156 57 東京学芸大

補　欠 3 佐藤エミリ仁美 22 165 70 東京学芸大

５．松波総合病院 監督　松 井 陽 子

57㎏以下 2 武 井 綾 香 21 163 57 柳 ヶ 浦 高

70㎏以下 3 松 本 美 結 31 154 60 大垣日大高

無差別 5 松 井 陽 子 40 158 70 鹿屋体育大

補　欠 3 福 井 柚 夏 24 156 59 明治国際医療大

補　欠

７．ヤックスB 監督　年 藤 　 忍

57㎏以下 3 葛 城 玲 央 奈 22 160 57 日本体育大

70㎏以下 3 竹 下 智 美 24 170 70 東京女子体育短期大

無差別 3 岡 田 　 蛍 28 160 74 早 稲 田 大

補　欠 2 山 下 葵 生 23 157 57 武庫川女子大

補　欠

９．ヤックスA 監督　年 藤 　 忍

57㎏以下 4 大 和 久 友 佳 30 161 57 山梨学院大

70㎏以下 4 牧 田 朱 加 29 163 70 鹿屋体育大

無差別 3 本 田 詩 乃 24 170 75 帝 京 大

補　欠 3 森 　 結 愛 26 150 50 龍 谷 大

補　欠

11．トヨタ自動車 監督　上 原 貴 志

57㎏以下 2 石 原 涼 葉 22 156 52 名 張 高

70㎏以下 2 萩 田 紗 安 香 24 160 57 愛知黎明高

無差別 初 今 井 七 海 22 163 67 名 張 高

補　欠 2 鴨 井 花 果 21 147 57 高川学園高

補　欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
２．ブイ・テクノロジー 監督　宇 髙 菜 絵

57㎏以下 3 新 城 凜 子 26 158 57 環太平洋大

70㎏以下 3 佐 藤 星 麗 七 24 158 70 東 海 大

無差別 3 薮 内 美 咲 25 168 105 桐蔭横浜大

補　欠 3 瀧 川 　 萌 26 158 57 筑 波 大

補　欠 3 椋 木 美 希 23 160 96 環太平洋大

４．日本エースサポートB 監督　佐 藤 雄 哉

57㎏以下 3 足 立 　 光 24 155 52 東 海 大

70㎏以下 3 浦 　 明 澄 25 163 63 日本体育大

無差別 3 野 澤 知 莉 26 165 63 早 稲 田 大

補　欠 3 中 矢 遥 香 26 156 48 龍 谷 大

補　欠

６．パーク24 監督　園 田 隆 二

57㎏以下 4 竹 内 　 鈴 28 152 52 東 海 大

70㎏以下 3 田 中 輝 乃 22 158 63 日本体育大

無差別 4 桑 形 萌 花 23 163 70 夙川学院高

補　欠 4 古 賀 ひ よ り 25 153 57 環太平洋大

補　欠 3 和 田 梨 乃 子 27 163 78 愛知真和学園大成高

８．たいよう保育園 監督　仲 島 拓 志

57㎏以下 2 荒 井 玲 香 24 156 48 山梨学院大

70㎏以下 3 白 川 野 乃 花 28 158 52 国 士 舘 大

無差別 3 玉 置 　 桜 27 163 63 日 本 大

補　欠

補　欠

10．氣樂道場 監督　奈 須 　 博

57㎏以下 3 高 橋 珠 理 25 160 57 上 武 大

70㎏以下 4 平 林 志 乃 32 156 57 東 海 大

無差別 3 高 橋 　 唯 29 165 63 帝京平成大

補　欠 3 間 瀬 文 恵 33 158 75 立 命 館 大

補　欠

12．早稲田柔道クラブ 監督　松 本 修 三

57㎏以下 3 木 村 萌 乃 27 158 57 早 稲 田 大

70㎏以下 2 田 中 七 海 27 160 61 早 稲 田 大

無差別 3 下 村 咲 乃 25 165 75 早 稲 田 大

補　欠

補　欠
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第
２
部　
選
手
名
簿
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女子第２部選手名簿
選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校

13．日本エースサポートA 監督　佐 藤 雄 哉

57㎏以下 4 髙 野 綺 海 28 163 57 東京学芸大

70㎏以下 3 谷 岡 成 美 23 165 63 筑 波 大

無差別 3 佐 藤 晴 菜 26 154 57 国 士 舘 大

補　欠

補　欠

15．東日本旅客鉄道 監督　菊 田 　 亮

57㎏以下 3 髙 沢 眞 冴 30 157 57 淑 徳 大

70㎏以下 3 巣 山 栞 里 27 157 63 仙 台 大

無差別 3 工 藤 千 佳 32 170 70 仙 台 大

補　欠

補　欠

17．シダックス柔道倶楽部 監督　近 藤 一 眞

57㎏以下 3 柳 　 華 空 24 160 57 龍 谷 大

70㎏以下 3 對 馬 み な み 25 160 57 仙 台 大

無差別 3 前 川 菜 央 子 26 165 64 金澤学院大

補　欠 初 栁 沼 敦 子 43 149 48 金城学院大

補　欠

選手 段位 氏　　名 年令 身長 体重 出 身 校
14．岩倉高校柔友会 監督　木 戸 慎 二

57㎏以下 2 中 島 　 暁 18 160 57 岩 倉 高

70㎏以下 2 栗 田 恵 那 18 150 57 岩 倉 高

無差別 2 津 田 日 菜 21 160 60 岩 倉 高

補　欠

補　欠

16．北関東綜合警備保障 監督　森 　 雄 二

57㎏以下 3 小 池 夢 芽 22 149 55 仙 台 大

70㎏以下 3 長 谷 川 　 睦 25 167 70 平成国際大

無差別 2 川 崎 　 凜 23 156 80 東京学芸大

補　欠 2 市 原 純 玲 23 160 55 仙 台 大

補　欠 3 篠 﨑 英 夢 24 153 57 国際武道大

女
子
第
２
部　
選
手
名
簿
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No. 団　　体　　名 所在地
男子 女子

1部 2部 3部 1部 2部
1 ㈱アーバンセキュリティ 東 京 1

2 IHI柔道部 福 島 1

3 あいプラン㈱（もも太郎） 宮 崎 1

4 旭化成㈱ 宮 崎 1 1

5 ㈱アドヴィックス 愛 知 1 1 1

6 ＡＬＳＯＫ㈱ 東 京 1

7 1129COMPANY 茨 城 1

8 岩倉高校柔友会 東 京 1

9 ㈱ヴァンガードスミス　 東 京 1

10 AKJOB 東 京 1 1

11 笑顔道整骨院グループ 東 京 1

12 大阪ガス㈱ 大 阪 1

13 NPO法人大森クラブ 愛 知 1

14 氣樂道場 大 阪 1 1

15 北関東綜合警備保障㈱ 栃 木 1

16 九州電力㈱ 福 岡 1

17 京都医健専門学校 京 都 1

18 球磨柔道クラブ 熊 本 1

19 ㈱クラフティア 福 岡 1

20 ㈱クラレ岡山事業所 岡 山 1

21 栗田産業㈱ 静 岡 1

22 慶應柔友会 東 京 1

23 KJC 東 京 1

24 京葉ガス㈱ 千 葉 1 1

25 建装工業㈱ 東 京 1

26 KOTOKU・JUDO・CLUB 大 阪 1

27 コマツ 東 京 1

28 ＪＲ九州 福 岡 1 1 1

29 ＪＲ東日本 東 京 1

30 ＪＦＥスチール㈱ 千 葉 1

31 自衛隊体育学校 埼 玉 1

32 シダックス柔道倶楽部 東 京 1 1

33 ジャパンエレベーターサービスホールディングス㈱ 東 京 2

34 セコム上信越㈱ 新 潟 1

35 センコー㈱ 東 京 1 1 1

36 センコー㈱　柔道クラブ 東 京 1

37 セントラル警備保障㈱ 東 京 1 2

38 創柔会柔道クラブ 東 京 1

39 ダイコロ㈱ 大 阪 1

40 大神工業クラブ 大 阪 1

参加チーム一覧

No. 団　　体　　名 所在地
男子 女子

1部 2部 3部 1部 2部
41 たいよう保育園 埼 玉 1 1

42 天理大学クラブ 奈 良 1

43 東海げんき整骨院クラブ 神奈川 1

44 東京海上日動火災保険㈱ 東 京 1

45 ㈱東芝 神奈川 1 1

46 東洋水産㈱ 東 京 1

47 東レ滋賀 滋 賀 1

48 東レ名古屋 愛 知 1

49 ㈱戸髙鉱業社 大 分 1

50 豊田自動織機㈱ 愛 知 1

51 トヨタ自動車㈱ 愛 知 1 1

52 日本エースサポート㈱ 大 阪 1 2

53 日体柔友会 東 京 1

54 日本製鉄㈱ 兵 庫 1 1

55 日本製鉄㈱本社柔道部 東 京 1

56 日本製鉄㈱北日本製鉄所室蘭地区 北海道 1

57 日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区 大 分 1

58 日本中央競馬会 東 京 1

59 日本通運㈱ 東 京 2

60 パーク２４㈱ 東 京 1 1 1 1

61 羽田タートルサービス㈱ 東 京 1

62 東日本旅客鉄道㈱ 東 京 1 1

63 ㈱肥後銀行 熊 本 1

64 ㈱ブイ・テクノロジー 神奈川 1

65 （医）蘇西厚生会松波総合病院 岐 阜 1 1

66 三井住友海上火災保険㈱ 東 京 1

67 三菱重工業㈱名古屋航空宇宙システム製作所 愛 知 1

68 ミナミ 秋 田 1

69 ㈱安川電機 福 岡 1

70 ㈱千葉薬品（ヤックス） 千 葉 2

71 山形市役所 山 形 1

72 ユニバーサル柔道アカデミー島根 島 根 1

73 吉川工業㈱ 福 岡 1

74 陸上自衛隊　第1空挺団 千 葉 1

75 ㈱リンクスタッフグループ 東 京 1

76 早稲田柔道クラブ 東 京 1

77 宮崎県警察 特別参加 1

78 宮崎県警察OBチーム 特別参加 1

合計105チーム（男子83・女子22） 12 23 48 5 17
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男子第１部優勝　旭化成 男子第２部優勝　パーク２４

男子第３部優勝　リンクスタッフグループ

女子第１部優勝　ＪＲ東日本

女子第２部優勝　ＪＲ九州

厚生労働大臣杯争奪　第75回全日本実業柔道団体対抗大会優勝チーム

優 秀 選 手
［男子］
第１部 太 田 彪 雅（旭化成）

中 村 雄 太（旭化成）

ウルフ・アロン（パーク２４）

木 元 拓 人（日本製鉄）

ベイカー茉秋（日本中央競馬会）

第２部 島田隆志郎（パーク２４）

釘 丸 将 太（パーク２４）

岡 田 　 陸（旭化成）

田 中 太 基（アドヴィックス）

福 田 虎 輝（東芝）

第３部 幸 田 州 世（リンクスタッフグループ）

大竹龍之助（リンクスタッフグループ）

廣 海 隼 人（北海道警察本部）

竹 村 昂 大（エイチアイＡ）

小 林 悠 輔（ＡＫＪＯＢ）

［女子］
第１部 大 森 朱 莉（ＪＲ東日本）

田 中 志 歩（ＪＲ東日本）
西 願 寺 里 保（コマツ）

第２部 安 松 春 香（ＪＲ九州）
丸 山 み か の（ＪＲ九州）
平 野 友 萌（センコーＢ）
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年 回 開　　催　　地 参加数 部 優　　　勝 準　優　勝 第　　３　　位

平成20年
（2008年）

58
神　　奈　　川　　県

横浜文化体育館
参加総数　128

12 １部 綜 合 警 備 保 障 了 徳 寺 学 園 Ａ 旭 化 成 Ａ 日本中央競馬会
27 ２部 京 葉 ガ ス 九 州 電 力 Ａ 東 レ 滋 賀 東 芝
71 ３部 神奈川県警察Ａ 神奈川県警察Ｂ 戸 高 鉱 業 社 了 徳 寺 学 園
4 女１部 コ マ ツ 三井住友海上火災
14 女２部 自衛隊体育学校 了 徳 寺 学 園 松前柔道クラブ 日本エースサポート

平成21年
（2009年）

59
福　　　岡　　　県

福岡市民体育館
参加総数　112

12 １部 日本中央競馬会 旭 化 成 Ａ 旭 化 成 Ｂ 新 日 本 製 鐵
20 ２部 セ コ ム 日 本 通 運 九 州 電 力 戸 高 鉱 業 社
63 ３部 福 岡 県 警 察 東 芝 Ａ ま る や 接 骨 院 日本エースサポート
4 女１部 コ マ ツ 三井住友海上火災
13 女２部 フォーリーフジャパン 了 徳 寺 学 園 セ コ ム ワイエスフード

平成22年
（2010年）

60
東　　　京　　　都

東京武道館
参加総数　127

12 １部 新 日 本 製 鐵 日本中央競馬会 旭 化 成 Ｂ 旭 化 成 Ａ
24 ２部 A D R I A 日 本 通 運 ま る や 接 骨 院 東 レ 滋 賀
72 ３部 旭 化 成 セ ン コ ー 府 中 刑 務 所 Ａ 東 京 拘 置 所
3 女１部 コ マ ツ 自 衛 隊 体 育 学 校
16 女２部 フォーリーフジャパン ヤックスケアサービス J R 東日本グループ ALSOK群馬綜合ガードシステム

平成23年
（2011年）

61

愛　　　媛　　　県
愛媛県武道館
参加総数　97

12 １部 新 日 本 製 鐵 日本中央競馬会 旭 化 成 Ａ 旭 化 成 B
22 ２部 ダ イ コ ロ セ ン コ ー 東 芝 東 洋 水 産
45 ３部 パ ー ク ２ ４ Ａ 十全会　回生病院 松 山 刑 務 所 大阪府柔道整復師柔道連盟
3 女１部 自衛隊体育学校 コ マ ツ
15 女２部 フォーリーフジャパン JR東日本グループA 日光警備柔道部 ヤックスケアサービス

平成24年
（2012年）

62

岩　　　手　　　県

岩手県北上総合体育館

参加総数　106

12 １部 旭 化 成 Ａ 京 葉 ガ ス 日本中央競馬会 A L S O K
24 ２部 九 州 電 力 東 レ 滋 賀 高 宮 接 骨 院 パ ー ク ２ ４
51 ３部 岩 手 県 警 察 盛岡少年刑務所 セ ン コ ー アーバンセキュリティ
3 女１部 コ マ ツ 自衛隊体育学校
16 女２部 日本エースサポート J R 九 州 JR東日本女子柔道部 丸 順

平成25年
（2013年）

63

岡　　　山　　　県
岡山県総合グラウンド体育館

（桃太郎アリーナ）
参加総数　110

12 １部 旭 化 成 Ａ 京 葉 ガ ス 新 日 鐵 住 金 九 州 電 力
25 ２部 パ ー ク ２ ４ 京 葉 ガ ス セ ン コ ー 東 芝 Ａ
53 ３部 旭 化 成 パ ー ク ２ ４ 関 西 医 療 学 園 つくばユナイテッド
4 女１部 三井住友海上火災保険 自衛隊体育学校
16 女２部 JR東日本女子柔道部Ａ つくばユナイテッド JR東日本女子柔道部Ｂ 北関東綜合警備保障

平成26年
（2014年）

64
静　　　岡　　　県

静岡県武道館
参加総数　118

12 １部 旭 化 成 新 日 鐵 住 金 パ ー ク ２ ４ 京 葉 ガ ス Ａ
24 ２部 旭 化 成 Ａ 旭 化 成 Ｂ 東 レ 日 本 通 運
61 ３部 新 日 鐵 住 金 静 岡 県 警 察 東 芝 東 海 翔 柔 クラ ブ
4 女１部 コ マ ツ 三井住友海上火災保険
17 女２部 A L S O K J R 九 州 Ａ 創柔会柔道クラブ つくばユナイテッド

平成27年
（2015年）

65
秋　　　田　　　県

秋田県立武道館
参加総数　102

12 １部 旭 化 成 Ａ 新 日 鐵 住 金 日本中央競馬会 パ ー ク ２ ４ Ａ
19 ２部 セ ン コ ー 新 日 鐵 住 金 旭 化 成 自衛隊体育学校
55 ３部 パ ー ク ２ ４ 日本エースサポート ＶＩＬＬＡＧＥ セントラル警備保障
4 女１部 三井住友海上火災保険 コ マ ツ
12 女２部 A L S O K Ｊ Ｒ 九 州 Ａ ヤ ッ ク ス 日本エースサポート

平成28年
（2016年）

66

宮　　　崎　　　県
KIRISHIMA

ツワブキ武道館
参加総数　100

12 １部 日本中央競馬会 旭 化 成 Ａ パ ー ク ２ ４ Ａ 新 日 鐵 住 金 Ａ
23 ２部 東 芝 Ａ パ ー ク ２ ４ セ ン コ ー 旭 化 成
48 ３部 了 德 寺 学 園 京 葉 ガ ス ア イ シ ン 宮 崎 県 警 察
4 女１部 三井住友海上火災保険 Ｊ Ｒ 東 日 本
13 女２部 了 德 寺 学 園 Ｊ Ｒ 九 州 Ａ 日本エースサポート ヤ ッ ク ス

栄 光 の 記 録
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栄 光 の 記 録

年 回 開　　催　　地 参加数 部 優　　　勝 準　優　勝 第　　３　　位

平成29年
（2017年）

67
富　　　山　　　県

アルビス小杉総合体育センター
参加総数　116

12 １部 日本中央競馬会 旭 化 成 Ａ パ ー ク ２ ４ Ａ 新 日 鐵 住 金 Ａ
23 ２部 日本エースサポートA セ ン コ ー ア イ シ ン パ ー ク ２ ４
62 ３部 パ ー ク ２ ４ Ｊ Ｒ 九 州 Ａ 福井柔道クラブ 岐 阜 刑 務 所
4 女１部 コ マ ツ 自衛隊体育学校
15 女２部 A L S O K Ｊ Ｒ 九 州 Ｂ ＶＩＬＬＡＧＥ 松前柔道クラブ

平成30年
（2018年）

68
福　　　岡　　　県

久留米アリーナ
参加総数　107

12 １部 旭 化 成 Ａ 新 日 鐵 住 金 日本中央競馬会 パ ー ク ２ ４ Ａ
24 ２部 パ ー ク ２ ４ 京 葉 ガ ス 東 芝 A 新 日 鐵 住 金
50 ３部 了 徳 寺 学 園 セ ン コ ー 松前柔道クラブ 京 葉 ガ ス
4 女１部 三井住友海上火災保険 コ マ ツ
17 女２部 A L S O K ヤ ッ ク ス A ＶＩＬＬＡＧＥ 松前柔道クラブ

令和元年
（2019年）

69
群　　　馬　　　県

高崎アリーナ
参加総数　99

12 １部 日本中央競馬会 パ ー ク ２ ４ Ａ 旭 化 成 日 本 製 鉄 Ａ
22 ２部 了德寺大学職員 自衛隊体育学校 旭 化 成 九 州 電 力
49 ３部 国士舘大学柔道クラブ アドヴィックス 群 馬 県 警 察 前 橋 刑 務 所
5 女１部 コ マ ツ 三井住友海上火災保険 Ｊ Ｒ 東 日 本
11 女２部 ヤ ッ ク ス Ａ セ ン コ ー ＡＬＳＯＫ北関東綜警 ヤ ッ ク ス Ｂ

令和２年
（2020年）

70
中　止

⎛新型コロナウイルス⎞
⎝　感染症拡大の為　⎠

令和３年
（2021年）

71
中　止

⎛新型コロナウイルス⎞
⎝　感染症拡大の為　⎠

令和４年
（2022年）

72

広　　　島　　　県
広島県立総合体育館
グリーンアリーナ

参加総数　84

12 １部 旭 化 成 Ａ 日本中央競馬会 パ ー ク ２ ４ 日 本 製 鉄
20 ２部 日 本 製 鉄 アドヴィックスＢ 日 本 通 運 セ ン コ ー
35 ３部 パ ー ク ２ ４ 不二熱学サービス 東海げんき整骨院クラブＡ 安 川 電 機
4 女１部 三井住友海上火災保険 コ マ ツ
13 女２部 日本エースサポート セ ン コ ー Ａ ヤ ッ ク ス Ａ ヤ ッ ク ス Ｂ

令和５年
（2023年）

73

三　　　重　　　県
三重県四日市市

総合体育館
参加総数　113

12 １部 旭 化 成 Ａ パ ー ク ２ ４ 日 本 製 鉄 日本中央競馬会
25 ２部 パ ー ク ２ ４ 自衛隊体育学校 日本エースサポートＡ セ ン コ ー
57 ３部 ジャパンエレベーターサービス 松 波 総 合 病 院 サ ト ー 工 業 Ｒ＆Ｓ ＡＣＡＤＥＭＹ
5 女１部 Ｊ Ｒ 東 日 本 三井住友海上火災保険 コ マ ツ
14 女２部 ブイ・テクノロジーＡ ヤ ッ ク ス Ａ 日本エースサポート セ ン コ ー Ａ

令和６年
（2024年）

74
滋　　　賀　　　県

長浜伊香ツインアリーナ
参加総数　113

12 １部 旭 化 成 Ａ パ ー ク ２ ４ A 日本中央競馬会 日 本 製 鉄
24 ２部 Ａ Ｌ Ｓ Ｏ Ｋ セ ン コ ー 東 芝 九 州 電 力
57 ３部 日 本 製 鉄 OGAWA 警備 日 本 通 運 皇學館大学柔道研究会
4 女１部 J R 東 日 本 コ マ ツ
16 女２部 パ ー ク ２ ４ ヤ ッ ク ス A セ ン コ ー B J R 九 州

令和７年
（2025年）

75
北　　　海　　　道

北海道立総合体育センター
参加総数　112

12 １部 旭 化 成 パ ー ク ２ ４ 日 本 製 鉄 日本中央競馬会
23 ２部 パ ー ク ２ ４ 旭 化 成 東 芝 アドヴィックス
54 ３部 リンクスタッフグループ 北海道警察本部 エ イ チ ア イ A A K J O B
3 女１部 J R 東 日 本 コ マ ツ
20 女２部 J R 九 州 セ ン コ ー B 日本エースサポートA ヤ ッ ク ス Ａ
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令和８年
（2026年）

76
宮　　　崎　　　県

アスリートタウン延岡アリーナ
参加総数　105

12 １部
23 ２部
48 ３部
5 女１部
17 女２部

栄 光 の 記 録
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宮崎県都城市松本町13街区12号　TEL 0986-22-9700
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